


昭和49年 5月10日 石巻市文化財だより 第2号 (2)

はじめに

遺物ゃ遺跡を手がかりとして歴史を復

元する科学が考古学である。だから考古

学上‘遺跡と言えば主に先史時代のそれ

であるが、歴史時代に入っても遺跡は貴

重な歴史の証拠となるものである。

特に古代日本史は六国史を中心とした

中央の歴史であり、遠隔の石巻は‘日本

史の中に断片的に見えかくれするに過ぎ

ない。文献史科を補い、石巻市の古代史

を生き生きと甦せるためにも‘郷土の遺

跡は‘その一っ―つが大切に保存されな

ければならない。

縄文時代の遺跡

市内の縄文遺跡は‘消滅したものを含

め二十箇所余が確認されている。遺跡の

形態上から考察すれば‘丘陵鞍部に位置

するアサリ等を主体とする貝塚と‘丘陵

斜面や海蝕台に位置するカキやキサゴ等

を主体とした貝塚に大別することができ

る。前者は北上川の沖積が比較的早く進

んだ地域の貝塚で④沼津貝塚‘①南境貝

塚‘⑩小沢貝塚など規模の大きい貝塚が

ある。沼津貝塚は‘縄文時代の石巻を代

表する貝塚であることは言うまでもない

が‘考古学上の記念碑的貝塚であり‘昭

和四十七年‘国指定史跡となった。一万

点余を越える毛利コレクションの中心が
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こ
の
貝
塚
か
ら
出
土
し
た
骨
角
器
‘
土
器
等
で

ぁ
を
石
器
時
代
の
生
活
の
す
べ
て
を
こ
こ
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
南
境
貝
塚
も
‘
東
北
地
方
の
縄
文
時
代
後

期
編
年
上
、
標
準
遺
物
を
出
土
す
る
大
貝
塚
で

あ
っ
た
が
、
近
年
の
開
発
プ
ー
ム
の
中
で
開
田

と
宅
造
の
た
め
主
体
部
を
破
壊
さ
れ
た
こ
と
は

残
念
で
あ
る
。
後
者
の
多
く
は
‘
万
石
浦
湾
や

荻
浜
湾
周
辺
海
蝕
台
の
縁
辺
部
に
あ
り
、
小
規

模
な
岩
礁
性
貝
塚
が
多
い

。
こ
の
場
合
、
土
質

が
酸
性
の
地
点
や
小
規
模
な
遺
跡
は
貝
層
を
失

っ
て
包
含
層
の
様
態
を
程
す
る
も
の
が
多
い

。

し
か
し
、
後
者
の
貝
塚
に
も
規
模
の
大
き
い

も
の
が
あ
る
。
⑨
屋
敷
浜
貝
塚
や
⑤
仁
斗
田
貝

塚
が
そ
れ
で
あ
る
。
特
に
仁
斗
田
貝
塚
は
規
模

が
大
き
く
‘
し
か
も
島
嶼
に
営
ま
れ
た
岩
礁
性

貝
塚
と
し
て
特
異
な
存
在
で
あ
る
。
開
発
の
進

む
現
在
、
早
急
に
保
護
対
策
を
講
ず
る
必
要
の

あ
る
重
要
貝
塚
の

―
つ
で
あ
る
。

弥
生
時
代
の
遺
跡

弥
生
時
代
の
遺
物
は
現
在
次
の
五
遺
跡
で
確

認
さ
れ
て
い
る
。
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縄文時代に比して‘遺跡の数・規模と

もに縮少しており‘しかも多くの場合、

他の時代の遺物を出土する遺跡から断片

的な奇料が確認されているにすぎない。

初期農耕に適合する自然条件がまだ十分

熟していなかったものとも考えられる。

今後‘この時期の遺跡の探索は‘沖積

地を注意する必要があろう。

ともかく石巻市におけるこの時代の遺

跡の性格や地域の姿は今後の調査にまつ

ところが大きい。

古墳時代i、平安時代の遺跡

古墳時代以後になると‘土師器や須恵

器と呼ばれる土器が使われている。これ

らを出土する遺跡は現在市内に四十箇所

以上の多くを数えることができる。うち

大半は奈良時代以降の遺跡で占められて

いるが‘これは‘律令制度の浸透にとも

なう‘農業基盤の整備また生活や生産技

術の高揚を示すものと言えよう。

土師器‘須恵器を出土する遺跡につい

ては‘古代畿内政権の展開と大きなかか

わりがあり、地域における政治社会の成

立を考える場合、不可欠の存在である。

また遺跡個々についても、それは点の

存在ではなく、周辺地域や中央との関連

で‘線や面として捉えていかねばならぬ

性格をもっている。今後土師器‘須恵器

を出土する遺跡は‘更に時期を細分して

検討する必要があるが‘性格上から概観

すると次のようになる。

ー、墳墓遺跡

高塚古墳は西日本では四世紀から作ら
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れ
て
い
る
が
‘
石
巻
市
内
の
も
の
は
七
世
紀
以

後
の
末
期
古
墳
と
思
わ
れ
‘
釜
地
区
に
二
甚
認

め
ら
れ
て
い
る
。
⑱
釜
西
古
墳
は
旧
状
が
著
し

く
失
わ
れ
て
お
り
‘
⑰
釜
東
古
墳
は
周
辺
の
宅

地
造
成
か
ら
地
主
の
好
意
で
か
ら
く
も
保
護
さ

れ
て
い
る
。

石
巻
市
史
第

一
巻
で
は
湊
五
松
山
洞
窟
遺
跡

（
横
穴
古
墳
？
）
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
現

在
は
採
石
そ
の
他
で
地
形
も
著
し
く
変
わ
り
‘

地
域
古
代
史
解
明
の
鍵
の

一
っ
を
失
っ
た
こ
と

は
残
念
で
あ
る
。

2
、
生
産
遺
跡

万
石
浦
の
南
岸
に
は
製
塩
土
器
を
出
土
す
る

遺
跡
が
点
在
す
る
。
⑬

一
本
杉
（
須
崎
浜
）
は

そ
の
中
で
も
特
に
重
要
な
遺
跡
で
‘
遺
物
の
出

土
が
顕
著
で
あ
り
‘
貝
層
も
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
⑮
大
浜
遺
跡
の
汀
線
に
接
し
た
地
点
に
は

製
塩
炉
や
乾
溜
用
ピ

ッ
ト
？
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
現
在
製
塩
土
器
が
確
認
さ
れ
る
遺
跡
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
製
鉄
に
つ
い
て
も
近
年
若
干
な
が
ら
遺

跡
が
確
認
さ
れ
て
来
て
い
る
が
‘
未
調
査
の
た

め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
水
沼
、
真
野
丘

陵
奥
部
の
谷
合
い
か
ら
、
多
量
の
鉄
滓
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
既
知
の
遺
跡
は
次
の
と
お
り
。
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窯址については‘古く梅ヶ丘遺跡が報

告されており‘複数の登窯が存在したら

しいが現在旧状は全く失われている。

3集落遺跡

稲井大谷地には一ノ坪地名があり‘高

木地区にも一ノ坪地名がある。一ノ坪は

律令制下条里が設定されたことを暗示す

る場合か多く‘航空写真と明治の土地図

から検討して、その可能性が高いと思わ

れる。条里とのかかわりの中で律令農民

の生活跡を探る必要がある。遺物の散布

から集落跡は‘稲井地区‘渡波地区‘山

下大街道地区を考えることができる。稲

井地区は真野川周辺の丘陵地帯にあり、

真野⑭内原遺跡には堅穴の断面が露出し

ている地点がある。

渡波地区は‘鹿妻⑱から鹿松‘韮塚⑳

ヘ帯状に二粁以上にわたり遺物か散布し

ており‘大集落を予想させるものかある。

東端‘垂水囲の岩陰付近からは‘蕨手刀

が出土するなど、周辺諸遺跡や条里との

かかわりを考えた場合‘重要な意義をも

つ遺跡である。近年主要部に採石場がで

き‘次第に住宅も増えて破壊が進んでき

ている。

山下地区は‘長者伝説の残る地域で開

発も古く‘中里地区一帯の広範なデルタ

地域に‘土師器‘須恵辟を出土する大集

乱
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この他史料上確実な日和山城跡なども

あるが、現遺構上確証のないものについ

ては‘記載から除いた。遺構の不明確な

ものについては今後‘遺物の面から検討

する必要があろう。

2、集落跡

従来‘中世期の集落については‘言及

する査料かはとんどなかったが近年、断

構 早 寺 水 高 鷲 南
坂 沼 木 の 境

' 
館g 館 館 館a 館跡 跡 跡 跡 跡

100 100 100 100 150 300 100 翡X X X X X X X 
50 50 80 50 80 150 80 m 

羞” 堀空 塁”” 
土
塁

孟
” 孟贔

”” 盈遺
土 仇 ”” : 構塁

嘉 ”” 嘉

落
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
が
開
発
の
進
ん

だ
現
在
、
多
く
が
宅
地
化
さ
れ
旧
状
は
失
な
わ

れ
て
い
る
。
大
街
道
地
区
は
‘
北
上
川
の
古
い

氾
濫
原
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
耕
作
条
件
が
よ

v
、
土
師
‘
須
恵
を
出
土
す
る
遺
跡
が
各
所
に

分
布
し
て
い
る
。

中
世
・
近
世
の
遺
跡

石
巻
市
に
お
け
る
こ
の
時
期
の
遺
跡
は
‘
館

跡
‘
集
落
跡
‘
寺
院
跡
‘
経
塚
等
に
分
類
す
る

こ
と
か
で
き
る
。

ー

、

館

跡

市
内
に
お
け
る
館
跡
は
‘
風
土
記
書
上
等
か

ら
‘
十
数
箇
所
の
地
点
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
当
時
の
伝
承
を
甚
に
記
載
さ
れ
た
も
の

も
あ
る
と
思
わ
れ
‘
吟
味
が
必
要
で
あ
る
。

現
在
‘
顕
著
な
遺
構
を
残
し
‘
館
跡
と
確
認

さ
れ
る
の
は
左
記
の
箇
所
で
あ
る
。

片
的
で
は
あ
る
が
、
発
見
さ
れ
て
来
て
い
る
。

い
ま
の
と
こ
ろ
‘
渡
波
地
区
ー
韮
塚
‘
垂
水

囲
の
両
遺
跡
か
ら
遺
物
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

垂
水
囲
か
ら
は
‘
中
国
産
と
推
定
さ
れ
る
‘

青
磁
や
刻
線
陶
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
し
、
ま

た
韮
塚
か
ら
は
‘
古
備
前
の
系
列
と
思
わ
れ
る

陶
器
片
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
両
遺
跡
は
そ
の

主
体
が
近
世
に
あ
る
と
思
わ
れ
、
染
付
の
磁
器

破
片
等
も
多
量
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
中
世
文

書
に
よ
る
郷
土
史
研
究
に
大
き
な
制
約
の
あ
る

現
在
‘
こ
れ
ら
の
遺
跡
が
担
う
役
割
は
大
な
る

も
の
が
あ
ろ
う
。

3
、
寺
院
跡

中
世
以
前
の
寺
院
跡
に
つ
い
て
は
‘
伝
説
的

な
‘
魔
鬼
山
寺
跡
が
あ
る
。
桜
川
上
流
の
船
石

権
現
社

一
帯
が
そ
の
跡
と
言
わ
れ
る
が
、
実
地

調
査
の
結
果
で
は
‘
庭
園

一
部
の
築
堤
‘
建
物

跡
と
推
定
さ
れ
る
平
場
地
形
が
認
め
ら
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
当
該
遺
構
の
所
属
年
代
が
不
明

な
た
め
‘
あ
る
い
は
、
近
世
以
降
の
船
石
権
現

社
に
か
か
る
遺
構
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い

。

ま
た
安
楽
寺
跡
‘
専
称
寺
跡
は
中
世
期
の
寺

院
と
し
て
、
そ
の
所
属
年
代
が
ほ
ぼ
あ
き
ら
か

で
あ
る
が
、
前
者
は
開
田
の
た
め
そ
の
遺
構
は

す
で
に
失
わ
れ
て
い
る
。
専
称
寺
に
つ
い
て
は

一
部
遺
構
が
認
め
ら
れ
る
ら
し
い
が
未
調
査
の

た
め
詳
述
で
き
な
い

。
近
世
の
寺
院
址
と
し
て

は
そ
の
遺
構
を
と
ど
め
る
も
の
に
法
泉
寺
跡
か

あ
る
。
建
物
跡
、
池
跡
等
の
遺
構
が
報
ぜ
ら
れ

て
い
る
が
‘
未
調
査
で
あ
る
。

4
、

経

塚

明
神
山
経
塚
‘
平
形
日
影
山
経
塚
‘
田
代
十

三
塚
の

三
箇
所
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
安
楽

寺
跡
か
ら
も

一
字

一
石
経
か
検
出
さ
れ
て
お
り

清
水
尻
遺
跡
出
土
・

墨
書
須
恵
器

（
毛
利

コ
レ
ク

シ

ョ
ン

蔵

こ
の
種
の
経
文
埋
納
箇
所
が
存
在
し
た
ら
し
い
。

こ
れ
ら
マ
ウ
ン
ド
遺
構
の
中
に
は
‘
本
来
経

塚
以
外
の
性
格
を
も
つ
も
の
も
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
将
来
の
調
査
を

ま
っ
て
決
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
若
干
問
題
は

あ
る
が
、
渡
波
絡
坂
山
‘
沢
田
日
影
山
に
も
各

一
基
の
マ
ウ
ン
ド
状
遺
構
が
認
め
ら
れ
て
お
り

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
‘
再
調
査
す
る
と
と
も
に
‘

今
後
こ
の
種
の
経
塚
遺
構
に
つ
い
て
は
‘
丘
陵

尾
根
部
分
を
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

石
巻
市
に
お
け
る
遺
跡
は
‘
社
会
教
育
課
の

遺
跡
分
布
調
査
に
よ
り
、
現
在
ま
で
八
十
余
箇

所
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
か
ら
随
意

代
表
的
な
遺
跡
を
中
心
に
概
説
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
稲
井
地
区
の

一
部
‘
半
島
部
の
調
査
が

不
十
分
で
あ
る
の
で
‘
こ
の
数
は
今
後
増
加
す

る
で
あ
ろ
う
。

49
年
度
に
つ
い
て
は
‘
特
に
こ

う
し
た
未
調
査
区
域
を
対
象
に
謂
査
が
実
施
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。

伊
原
津
洞
窟
出
土
土
器
と
人
骨

（毛
利
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
）
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安平 安平 平安 平安 戸江？・古墳？平安 : 棗 :? 安平？ 安平 悶？ i 悶 代

59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 No. 

明釜釜新金沼悶梨迂流跡t稲神闊跡明羽黒梅校庭淡+1i松 鹿鹿取掲広見山内町水箕綸磯 ギ'"平 れ 寺法ff大 逍青木i跡兵 ー 西際芋韮
遺

神山西束 荷社下 ケ 妻松 原 貫遺跡山 田 形寧4 鈴社下ロ i兵 本杉 ・ 穀塚 跡
古古 山洞貝貝坂 遺貝 山貝根山貝 大浜遺跡 屋軒．遺 逍貝

経塚墳墳逍跡 改跡； 逍山跡丘遺跡 j:fi跡窟塚塚塚貝塚貝跡塚 塚貝塚塚貝塚 は跡 塚見遺跡；跡跡塚 名

世叫古墳 墳古 古墳 ？ 安平？安平 文縄安平 良奈？古墳？奈良？奈良 戸江？安平？縄文 安平 安平 安平 安平 安平 安平 安平？安平？安平 奈良 弥生 古墳 墳古 古墳？奈良
時

; 戸江？・ 安平 芯 平安 戸江 両代

••• 84 83 82 81 80 79 78 77 76 75 74 73 72 71 70 69 68 67 66 65 64 63 62 61 60 No. 
N跡迅o.数遺跡 字太は 鶴出平京小水沼 三 大竹大和陣ケ早坂構寺水高骰南安魔:鬼日田沢"' 絡坂"平多 遺雲 形ケ屋 B 瓜下 i召木の境楽 t山a代十影i 日 日

跡

はは:主 舘 舘舘森舘 古舘防跡舘舘田森山舘舘舘舘舘巣跡舘寺 経 ＝ 経塚山彰

分 49 跡跡跡舘跡跡舘跡 跡跡舘跡舘跡舘跡跡跡跡跡 跡跡 塚哀 経塚山 名

布図 4 ・ 
世中L，世中，世中 世中，世中査，世中_J，世中，世中，世中，世中，世中，世中 世中 世中 世中 世中 世中 世中 世中 世中，近世，世中，世中，世中，世中 時

対照に 在現月

未調 翡 代
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東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授
‘
東
国
板
碑
調
査

団
長
干
々
和
実
氏
は
‘
四
十
年
に
な
ろ
う
と
す

る
板
碑
調
査
の
あ
と
を
ふ
り
返
っ
て
、
次
の
よ

う
に
言
っ
て
お
ら
れ
る
。
板
碑
の
調
査
は
‘
特

殊
な
も
の
に
限
ら
ず
乎
凡
な
も
の
ま
で
、
全
部

精
査
す
る
こ
と
‘
破
片
も
も
ら
さ
な
い
精
査
に

よ
っ
て
こ
そ
、
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
す
る
分
類

的
、
計
測
的
‘
統
計
的
な
研
究
を
可
能
に
す
る

基
礎
資
料
が
整
備
で
き
‘
こ
れ
が
学
界
の
科
学

的
実
証
的
研
究
を
進
め
る
必
須
の
工
作
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
で
永
年
板
碑
調
査
を
進
め
ら

れ
て
い
る
。
氏
は
‘
す
で
に
「
上
野
国
板
碑
集

録
」
、
「
武
蔵
国
板
碑
集
録

一
・
ニ
」
を
刊
行
し

て
お
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
成
果
か
ら
地
方
に

あ
っ
て
は
‘
従
来
は
古
碑
と
し
て
単
に
年
号
の

古
さ
の
故
に
の
み
注
意
さ
れ
て
き
板
碑
が
、
我

が
国
中
世
史
研
究
に
お
け
る
石
刻
文
書
と
し
て

の
史
料
的
地
位
を
あ
た
え
ら
れ
つ
、
あ
る
。

石
巻
市
は
彫
刻
に
便
利
な
稲
井
石
（
粘
板
岩
）

か
文
永
、
建
治
の
年
号

を
も
つ
鎌
倉
時
代
の
板

し

汀
□
LlJ- 、

時
代
の
板
碑
ま
で
あ
る
，
’

石
巻
市
に
お
け
る
板

碑
で
、
全
国
に
知
ら
れ

て
い
る
も
の
は
な
ん
と

い
っ
て
も
「
吉
野
先
帝

御
菩
提
碑
」
を
含
む
湊
吉
野
町
多
橿
院
の
板
碑

群
で
あ
ろ
う
。
同
院
の
板
碑
は
「
吉
野
先
帝
御

菩
提
碑
」
の
こ
と
も
あ
っ
て
か
‘
早
く
か
ら
全

国
に
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
板
碑
が
、
「
吉
野
先
帝
御
菩
提
碑
」
の
関
係
か

ら
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、

そ
の
他
の
板
碑
群
‘
現
存
す
る
約
七

0
基
程
の

板
碑
は
内
容
か
ら
い
っ
て
‘
注
目
さ
れ
る
に
値

す
る
も
の
を
も
っ
て
い
る
。
第
一

に
年
忌
供
養

の
た
め
の
卒
塔
婆
（
板
碑
）
造
立
の
種
類
が
‘
初

七
日
供
養
か
ら
三
十
三
年
忌
の
供
養
ま
で
あ
り

更
に
‘
こ
れ
に
逆
修
供
養
の
碑
が
加
わ
る
こ
と

に
よ
っ
て
内
容
は
い
っ
そ
う
豊
富
で
あ
る
。
第

二
は
種
子
の
多
彩
さ
で
あ
る
。
一
尊
種
子
‘
三
尊

種
子
、
十
三
尊
種
子
‘
五
輪
塔
と
あ
り
‘
更
に
そ

の
彫
り
方
は
薬
研
彫
が
主
で
あ
る
が
、
書
体
は

十
甚
程
の
碑
が
荘
厳
体
種
子
で
あ
り
、
種
子
の

研
究
に
も
便
宜
な
面
が
あ
る
。
ま
た
種
子
に
光
明

真
言
が
多
い
の
も
特
色
で
あ
る
。
第
三
は
形
状
の

大
小
に
変
化
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
大
き
い

の
は

3
M
以
上
の
も
の
か
ら
、

30
セ
i

ぐ
ら
い
の
小

さ
な
も
の
ま
で
あ
る
。
多
福
院
の
板
碑
群
の
多

彩
さ
は
‘
近
隣
の
板
碑
を
も
多
福
院
に
移
動
し

て
保
存
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
多
福
院
の
板
碑
群
は
、
現
在
ま
で
あ
ま

り
散
逸
す
る
こ
と
な
く
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
し

か
し
‘
今
後
も
こ
の
状
態
を
維
持
で
き
る
か
ど

う
か
は
必
ず
し
も
楽
観
を
許
さ
な
い
よ
う
で
あ

る
。
そ
れ
は

一
般
の
風
潮
と
し
て
‘
墓
地
の
改
葬

文
化
財
保
護
委
員
仕
i

臨
唸

紐

}

石
巻
市
・

板
碑
の
現
状

が
進
み

一
家
の
墓
所
が
大
型
化
し
、
さ
か
ん
に

工
事
が
行
な
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
（
工
事

の
つ
ど
板
碑
が
移
動
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
）
、
現
に
‘
数
基
の
板
碑
は
移
動
を
し
て
い
る

大
日
堂
脇
の
小
屋
に
無
造
作
に
入
れ
ら
れ
て
い

る
板
碑
な
ど
は
早
急
に
固
定
化
し
‘

一
刻
も
早

く
散
逸
か
ら
防
ぐ
手
段
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。

多
福
院
に
隣
接
し
て
い
る
慈
恩
院
に
も
二
O

基
ば
か
り
の
板
碑
が
あ
る
。
こ
れ
は
多
福
院
の
板

碑
群
と
同

一
系
列
と
思
わ
れ
る
が
、
多
福
院
の
板

碑
よ
り
厚
手
の
も
の
が
多
い
よ
う
に
見
う
け
ら
れ

る
。
毘
沙
門
堂
入
口
脇
に
雑
然
と
保
管
さ
れ
て
い

る
が
‘
き
ち
ん
と
整
理
の
手
を
加
え
れ
ば
立
派
な

板
碑
群
と
し
て
再
認
識
さ
れ
る
に
十
分
で
あ
る
。

そ
の
他
旧
市
内
に
は
‘

一
皇
子
神
社
‘
住
吉

神
社
‘
松
岩
寺
、
南
鰐

｀

｀

｀
 

[̀ 

山
墓
地
‘
旭
町
公
民

舘
脇
‘
永
巌
寺
‘
寿
福

ヽぶ5

寺
‘
称
法
寺
‘
禅
昌
寺

・

し

・

鹿
妻
菅
原
神
社

（専

‘

,9

称
廃
寺
跡
）
‘
釜
西
古

入々

墳
脇
‘
日
和
山
南
麓

t
心
炉
；

,. 

2r. 
t
.
 
虞

等
に
散
在
す
る
が
‘

そ
れ
を
板
碑
と
知
る

人
は
ま
れ
で
あ
る
。
日
和
山
海
門
寺
の
文
保
の
碑
‘

水
押
グ
ラ
ン
ド
そ
ば
の
徳
治
の
碑
の
よ
う
に
‘
す

で
に
そ
の
所
在
が
不
明
に
な
っ
て
い
る
も
の
も

あ
り
早
急
に
中
世
史
料
と
し
て
の
板
碑
の
存
在

を
ひ
ろ
く
市
民
に
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
‘
市
効
外
の
稲
井
地
区
に
は
真
野
長

谷
寺
を
は
じ
め
と
し
て
、
山
す
そ
に
そ
っ
て
‘

板
碑
が
散
在
し
て
い
る
。

長
谷
寺
の
板
碑
群
は

山
門
を
入
っ
た
右
側
に
あ
る
程
度
整
理
さ
れ
て

は
い
る
が
‘
倒
伏
し
て
い
る
も
の
も
多
く
‘
未
整

理
の
状
態
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
建
治
年
間
の
板

碑
か
ら
安
土
桃
山
時
代
の
天
文
年
間
に
及
ぶ
幅

広
い
年
代
の
ひ
ろ
が
り
を
も
っ
て
い
る
。
内
容
的

に
み
る
と
、

1
等
に
多
福
院
の
板
碑
と
は
異
な

る
も
の
が
多
く
み
ら
れ
る
。
水
沼
地
区
の
板
碑

で
は
何
と
い
っ
て
も
安
楽
寺
跡
の
板
碑
群
を
あ

げ
ね
ば
な
ら
な
い

。
こ
の
水
沼
地
区
の
板
碑
に

つ
い
て
は
数
年
前
に
高
橋
克
弥
氏
が
調
査
さ
れ

ー

土

て
‘
詳
細
な
報
告
書
を

出
さ
れ
て
い
る
が
、
今

も
っ
て
保
存
対
策
は
講

..
 

・
集

，

ぜ
ら
れ
な
い
ま
ま
に
各

；
．
 

．
 
ー

‘

地
に
散
在
し
て
い
る
。

特
に
安
楽
寺
跡
の
板
碑

；

1
1
'
-

群
は
現
地
の
開
田
の
た

＂

め
‘
次
々
に
片
す
み
に

q

‘

追
い
や
ら
れ
、
以
前
は

t
r
J;↑し
、

道
路
の
す
ぐ
そ
ば
に
倒
伏
の
ま
、
放
箇
さ
れ
て

い
た
。
安
楽
寺
跡
は
水
田
と
畑
に
変
っ
て
い
る

が
‘
こ
こ
に
立
つ
と
寺
跡
は
水
沼
地
区
の
中
心

に
当
り
‘

東
西
を
分
け
る
分
岐
点
に
な
っ
て

い
る
。
信
仰
の
対
象
で
あ
る
板
碑
造
立
の

地
に

ふ
さ
わ
し
い
。

こ
の
板
碑
群
は
‘
昨
年
十
二
月

移
転
保
存
が
行
な
わ
れ
た
。

さ
ら
に
山
沿
い
に
歩
を
進
め
る
と
高
木
西
区

の
観
音
堂
の
板
碑
群
か
あ
る
。
現
在
の
観
音
堂

創
建
の
時
期
は
不
明
で
あ
る
か
‘
衷
山
に
多
数

の
板
碑
が
散
在
す
る
こ
と
か
ら
考
え
‘
相
当
規

模
の
寺
院
が
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
こ

の
板
碑
群
は
観
音
堂
正
面
の
石
段
脇
に
二
0
基

あ
ま
り
立
て
か
け
て
あ
る
が
‘
未
整
理
で
あ
る

こ
と
は
‘
他
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
中

で
隣
地
の
日
野
氏
の
畑
の
そ
ば
に
立
っ
て
い
る

二
基
は
き
ち
ん
と
整
理
さ
れ
‘
堂
々
た
る
姿
で
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他
を
圧
し
て
い
る
感
が
あ
る
。
昨
年
二
月
頃
の

予
備
調
査
で
小
さ
く
は
あ
る
が、

地
蔵
板
碑
が

一
基
確
認
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
‘
市

内
に
お
け
る
唯

一
の
図
像
板
碑
で
あ
る
。
さ
ら

に
は
‘
板
碑
の
中
に
ま
じ

っ
て
「
三
本
足
の
烏

と
兎
」
を
刻
ん
だ
碑
が
発
見
さ
れ
‘
民
俗
学
の

資
料
と
し
て
も
貴
重
な

ー

、

t

も
の
で
あ
る
こ
と
が
‘

î

，翠
i

、一
”
 

東
北
学
院
大
学
岩
崎
敏

．

i

＂ 

夫
教
授
に
よ
っ
て
確
認

一

さ
れ
て
い
る
。

ヽ
‘

f
.
 

そ
の
他
の
稲
井
地
区

の
板
碑
は
南
境
金
蔵
寺

I
鼻

94

;
f

、-
,
 
．．
 

?
＃
，
 

に
少
数
で
は
あ
る
が
ま

と
ま

っ
て
い
る
。
ま
た
竜
洞
院
附
近
、
日
向
南

境
の
各
地
に
も
散
在
し
て
い
る
。
上
品
山
頂
に

も
三
基
程
の
板
碑
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

更
に
‘
渡
波
地
区
‘
牡
鹿
半
島
方
面
に
も
相

当
数
散
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
‘

一
昨
年

に
あ
る
程
度
の
予
備
調
査
が
な
さ
れ
た
他
は
‘

精
査
の
な
さ
れ
な
い
ま
ま
に
放
置
さ
れ
て
い

る

の
が
現
状
で
あ
る
。

以
上
、
石
巻
市
に
お
け
る
板
碑
の
存
在
場
所

と
保
存
状
況
を
述
べ
た
の
で
あ
る
か
、
石
巻
市

は
宮
城
県
下
で
有
数
の
板
碑
密
集
地
域
で
あ
る

事
は
想
像
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
う
。
し
か
し

そ
の
保
存
状
態
は
単
に
移
動
し
な
い
か
ら
よ
し

と
い
っ
た
状
態
で
あ
り
‘
そ
の
殆
ん
ど
は
市
民

の
関
心
外
の
も
の
と
し
て
放
置
さ
れ
て
い

る
現

状
で
あ
る
。
こ
れ
が
‘
石
巻
市
に
お
け
る
中
世

の
貴
重
な
る
史
料
の
存
在
状
態
で
あ
る
。
宝
の

も
ち
ぐ
さ
れ
と
い
っ
た
感
が
な
い
で
も
な
い

。

先
に
ふ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
海
門
寺
公
園
の

文
保
の
碑
‘
水
押
グ
ラ
ン
ド
脇
の
徳
治
の
碑
の

よ
う
に
す
で
に
失
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
碑
も
あ
る

鹿
妻
・
専
称
廃
寺
•
名
号
碑

（応
永
元
年
・
一
三
九
四
年

山
下
町
禅
昌
寺

中
里
長
者
屋
敷
よ
り
移
転
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

の
で
、
早
急
な
保
存
対

策
が
の
ぞ
ま
れ
る
の
で

あ
る
。
四
十
七
年
度
に

お
い
て
‘
湊
御
所
入
の
P

”ぃ日
1`J1 

脇
に
移
動
し
た
よ
う
な
F

t-

保
存
対
策
が
講
ぜ
ら
れ

7
5f,1
 

今
ど

る
こ
と
を
の
ぞ
む
も
の

で
あ
る
。
先
人
の
築
い
た
文
化
遺
産
を
後
に
伝
え
る
こ
と
が
我
々
の

た
文
化
遺
産
を
後
に
伝
え
る
こ
と
が
我
々
の
責

で
あ
る
と
感
ず
れ
ば
‘

一
層
そ
の
感
が
深
い
。

高

木

・

観

音

堂

板
碑
の
形
式
を
知
る
に
好
都
合
な
碑
（
正
安
三
年
）

気
候
が
温
暖
で
雨
が
多
い
日
本
で
は
‘
自
然

の
原
形
は
森
林
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

石
巻
地
方
は
‘
暖
帯
か
ら
温
帯
へ
移
り
か
わ

る
中
間
帯
に
含
ま
れ
、
最
も
自
然
な
林
と
し
て

は
‘
普
通
に
は
‘
モ
ミ
や
イ
ヌ
プ
ナ
の
林
が
考

え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
‘
牡
鹿
半
島
の
海
岸

部
で
は
‘
暖
帯
の
タ
プ
林
‘
牧
山
の
頂
上
附
近

で
は
温
帯
の
プ
ナ
林
の
片
鱗
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
実
際
の
自
然
の
姿
は
か
な
り
多

様
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
調
査
し
て
き
た
牡
鹿
半
島
の
海

岸
部
と
牧
山
の
自
然
林
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略

を
報
告
し
、
保
護
に
つ
い
て
の
問
題
点
を
提
示

し
て
お
く
。
一
、
牡
鹿
半
島
海
岸
地
域

佐
須
浜
以
東
‘
沿
岸
の
小
さ
な
島
を
含
む
海

岸
地
帯
で
、
交
通
不
便
な
と
こ
ろ
が
多
く
、
自

然
が
割
合
保
た
れ
て
お
り
、
タ
プ
林
、
ク
ロ
マ

ツ
林
、
ケ
ヤ
キ
林
、
イ
ヌ
｀
ン
デ
林
、
カ
シ
ワ
林

な
ど
の
自
然
林
が
見
ら
れ
る
。

1
、
桂
島
の
タ
プ
林

桂
島
は
竹
浜
沖
に
浮
か
ぶ
小
島
で
、
北
半
分

に
タ
プ
林
が
発
達
し
て
い
る
。
タ
プ
の
ほ
か
、

モ
チ
ノ
キ
、
シ
ロ
ダ
モ
、
ヤ
プ
ッ
パ
キ
、
ト
ペ

ラ
、
オ
オ
ッ
ル
、

5

マ
サ
キ
キ
ズ
タ

ャ
プ
コ
ウ
ジ
な

ど
常
緑
樹
が
多

い
。
林
床
で
、

シ
ダ
類
で
最
も
古
い
形
態
を
残
し
て
い
る
と
い

わ
れ
る
マ
ッ
パ
ラ
ン
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
北
限
の
産
地
で
も
あ
る
。

調
査
し
た
タ
プ
林
の
中
で
は
、
最
も
よ
く
発

達
し
た
自
然
度
の
高
い
林
で
あ
る
。

タ
プ
林
の
周
り
は
‘
イ
プ
キ
が
み
ご
と
な
群

落
を
な
し
て
お
り
、
全
体
と
し
て
も
自
然
の
姿

が
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
島
で
あ
る
。

2
、
小
出
島
の
タ
プ
林

一
番
大
き
い
島
で
あ
る
が
、
タ
プ
林
は
狭
く

西
端
の
巌
島
神
社
の
そ
ば
に
あ
る
。
か
な
り
人

為
の
あ
と
が
見
ら
れ
る
林
で
、
シ
ナ
ノ
キ
を
混

生
し
て
お
り
、
イ
ヌ
ガ
ヤ
が
多
い
。

タ
プ
は
大
き
く
、
胸
高
直
径
一
メ
ー
ト
ル
四

十
セ
ン
チ
、
高
さ
二
十
五
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
‘

調
査
し
た
う
ち
で
は
最
も
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

島
の
北
側
を
除
い
た
周
辺
部
は
‘
絶
壁
状
を

な
す
と
こ
ろ
が
多
く
‘
ク
ロ
マ
ツ
、
ア
カ
マ
ツ
、

イ
プ
キ
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
群
落
を
な
し
て
、
自

然
状
態
が
よ
く
残
さ
れ
て
い
る
が
未
調
査
で
あ
る
。

3
、
弁
天
島
の
タ
プ
林

小
竹
浜
の
湾
口
に
浮
か
ぶ
島
で
、
南
側
に
面

し
た
約
半
分
に
‘

一
斉
林

状
の
タ
プ
林
が
発
達
し
て

い
る
。
わ
ず
か
に
ケ
ヤ
キ
‘

イ
ヌ
シ
デ
が
混
生
し
て
い

る
の
が
見
ら
れ
、
北
側
に

は
‘
ク
ロ
マ
ツ
や
イ
ヌ
シ

デ
の
優
占
す
る
群
落
が
見

文
化
財
保
護
委
員

佐

々

木

石
巻
市
の
自
然
林

—
現
状
と
保
護
に
つ
い
て
ー

豊
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ら
れ
る
。
タ
プ
林
と
し
て
は
‘
仙
台
湾
内
で
最

も
規
模
の
大
き
い
林
で
あ
る
。

島
の
周
辺
に
は
‘
ク
ロ
マ
ツ
群
落
‘
イ
プ
キ

群
落
が
発
達
し
て
お
り
‘
島
全
体
と
し
て
も
自

然
が
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。

4
、

生

草

島

弁
天
島
の
西
方
の
、
ご
く
小
さ
な
島
で
、
頂

上
の
部
分
は
ク
ロ
マ
ツ
の
群
落
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
周
り
は
‘
イ
プ
キ
、
ト
ペ
ラ
、
オ
オ
ッ
ル

マ
サ
キ
、
オ
オ
バ
イ
ポ
タ
の
低
木
群
落
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
中
に
ク
ロ
マ
ツ
が
高
山
帯
の

ハ
イ
マ
ツ
状
に
な
っ
て
混
生
し
て
い
る
。
さ
ら

に
下
部
は
、
海
岸
性
の
草
本
群
落
と
な
っ
て
お

り
、
モ
デ
ル
的
な
垂
直
分
布
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
5
、
尾
崎
の
イ
ヌ
シ
デ
林

尾
崎
神
社
附
近
の
海
岸
に
、
オ
オ
パ
ポ
ダ
イ

ジ
ュ
‘
ケ
ヤ
キ
、
カ
シ
ワ
、
エ
ゾ
イ
タ
ヤ
な
ど

を
混
生
す
る
イ
ヌ
シ
デ
林
が
あ
る
。
イ
ヌ

‘ン
デ
胡ヤ

タ・&
'
 

、

1i

し―

rー
、

の
大
き
な
も
の
は
‘
胸
高
直
径
六
十
セ
ン
チ
、

高
さ
十
五
メ
ー
ト
ル
を
越
す
。

オ
オ
パ
イ
ダ
イ
ジ
ュ
は
北
方
系
の
種
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
に
海
岸
に
見
ら
れ
る
の
は
珍
ら
し
く

林
床
に
生
え
て
い
る
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
と

と
も
に
‘
こ
の
林
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。

6
、
小
竹
浜
の
カ
シ
ワ
林

小
竹
浜
附
近
は
カ
シ
ワ
が
目
立
ち
、
土
壌
が

浅
く
‘
風
当
た
り
の
強
い
環
境
を
反
映
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

小
竹
浜
で
は
‘
以
前

こ
の
カ
シ
ワ
の
大
木
を

切
り
出
し
、
網
を
染
め

る
材
料
と
し
て
方
々
の

浜
に
売
っ
て
い
た
そ
う

で
、
幹
の
特
徴
を
も
と

に
し
た
と
思
わ
れ
る
カ

サ
キ
と
い
う
名
で
呼
ん

で
い
る
。

尾
崎
と
小
竹
の
途
中
に
あ
る
カ
シ
ワ
林
は
‘

代
表
的
な
林
で
、
カ
シ
ワ
を
食
草
と
し
て
育
つ

蝶
の
発
生
地
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
胸

高
直
径
三
十
五
セ
ン
チ
、
高
さ
十
三
メ
ー
ト
ル

前
後
の
カ
シ
ワ
を
優
占
種
と
し
、
ケ
ヤ
キ
‘
エ

ゾ
イ
タ
ヤ
‘
ニ
ガ
キ
な
ど
を
混
生
す
る
。
林
床

に
、
ミ
チ
ノ
ク
ヤ
マ
タ
パ
コ
、
ア
マ
ド
コ
ロ
な

ど
の
丈
の
高
い
草
木
が
多
い

。

7
、
佐
須
の
ケ
ヤ
キ
林

佐
須
か
ら
尾
崎
へ
行

粒
↓
ゞ
も
い

く
途
中
の
海
岸
の
‘
傾

’

斜
の
急
な
と
こ
ろ
に
発

，
．．

達
し
て
い
る
林
で
、
割

ぐ

匂

合
広
い
面
積
に
わ
た
っ

、‘

て
い
る
。
ケ
ヤ
キ
の
ほ

"、

か
、
エ
ゾ
イ
タ
ヤ
、
エ

‘

ノ
キ
‘
ミ
ズ
キ
、
ア
ワ

d

ヽ

▼` 

プ
キ
な
ど
が
混
生
し
‘

^

低
木
で
は
‘
イ
ヌ
ガ
ヤ
、
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
プ
が

目
立
つ
。
環
境
の
地
形
的
特
徴
を
示
す
群
落
で

あ
る
。以
上
、
海
岸
地
域
の
主
な
自
然
林
を
紹
介
し

た
が
、
自
然
林
の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
が

一

般
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
‘
「
む
ろ
と
り
」

な
ど
に
よ
る
植
生
の
破
壊
が
、
こ
の
地
域
で
の

問
題
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
自
然
林
を
紹
介

極
}
 

、、土

0
 

伍

で
最
も
自
然
度
の
高
い
林
の

―
つ
で
あ
る
。
胸

高
直
径

一
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二
十
メ
ー
ト
ル
前

後
の
モ
ミ
を
主
に
、
プ
ナ
‘
イ
ヌ
プ
ナ
、
ア
カ

、
ン
デ
な
ど
の
落
葉
樹
を
混
生
し
、
林
床
は

一
面

ス
ズ
タ
ケ
で
被
わ
れ
て
い
る
モ
ミ
、
プ
ナ
ー
ス

ズ
タ
ケ
群
落
で
あ
る
。

標
高
の
高
い
所
で
は
プ
ナ
が
多
く
な
り
、
自

然
更
新
の
よ
う
す
も
見
ら
れ
、
ム
ラ
サ
キ
ヤ
シ

オ
、
マ
イ
ズ
ル
ソ
ウ
な
ど
も
観
察
さ
れ
る
。

北
上
山
地
低
山
帯
の
プ
ナ
林
の
残
存
林
と
し
て

は
、
県
内
で
は
金
華
山
を
除
い
て
‘
唯

一
の

二

、

牧

山

由
緒
あ
る
社
寺
・
遺
跡
を
含
み
、
自
然
が
よ

く
保
た
れ
て
き
た
牧
山
は
‘
全
体
が
、
石
巻
市

の
文
化
財
と
し
て
認
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
°

近
年
の
、
無
秩
序
と
も
言
う
べ
き
採
石
の
し

か
た
に
よ
り
変
容
が
著
し
い
が
、
早
急
に
こ
れ

を
改
め
‘
牧
山
の
す
ぐ
れ
た
文
化
財
と
し
て
の

価
値
を
生
か
し
、
市
民
全
体
の
自
然
‘
社
会
教

育
の
場
と
し
て
、
保
護

・
活
用
す
る
よ
う
、
総

合
的
見
地
に
立

っ
て
の
施
策
を
希
望
す
る
も
の

で
あ
る
。

牧
山
全
体
で
貴
重
な
自
然
を
形
成
し
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
代
表
的
な
自
然
林
と
し
て
、

三

つ
の
林
を
紹
介
す
る
。

ー
、
頂
上
附
近
の
モ
ミ
林

頂
上
附
近
と
海
淫
寺
裏
山
の
モ
ミ
林
は
‘
モ

落
•
落
葉
広
葉
樹
の
林
と
し
て
は
‘
石
巻
地
方

プ
ナ
の
老
樹
一
（
牧
山
頂
上
附
近
の
モ
ミ
林
）

双
ー・

も
の
で
あ
る
。

2
、
御
所
入
の
イ
ヌ
プ
ナ
林

御
所
入
の
堤
の
近
く
に
あ
る
小
林
分
で
、
採

石
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

隣
接
す
る
モ
ミ
林
と
と
も
に
、
こ
の
地
方
の

丘
陵
地
帯
の
極
相
林
と
さ
れ
る
モ
ミ
、
イ
ヌ
プ

ナ
林
の
残
存
林
で
、
本
来
の
姿
は
‘
モ
ミ
、
イ

ヌ
プ
ナ
ー
ス
ズ
タ
ケ
群
落
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら

れ
る
。
市
街
地
の
‘
し
か
も
低
い
と
こ
ろ
に
残

っ
て
い
る
の
は
‘
珍
ら
し
い
例
で
あ
る
。

イ
ヌ
プ
ナ
は
‘
近
く
の
コ
ナ
ラ
林
の
中
で
、

か
な
り
の
回
復
が
認
め
ら
れ
る
。

3
、
湊
小
学
校
裏
の
シ
ロ
ダ
モ
林

南
向
き
の
崖
状
急
傾
斜
地
に
発
達
し
た
暖
帯

林
で
日
光
エ

ネ
ル

ギ
ー
を
効
果
的
に
吸
収
で
き

崖
崩
れ
‘
落
石
の
多
い
環
境
を
反
映
し
、
特
異

な
組
成
の
ケ
ヤ
キ

・
シ
ロ
ダ
モ
ー
ア
オ
キ
ー
オ

オ
バ
ジ

ャ
ノ
ヒ
ゲ
群
落
を
形
成
し
て
い
る
。

シ
ロ
ダ
モ
、
モ
ク
ゲ

ン
ジ
、
オ
オ
パ

ノ
イ
ノ

い
い
い
い

[
g
/
.

f

.
 

と
な

っ
て
い
る
。

林
内
の
ほ
と
ん
ど
の

ふ

木
に
‘
落
石
等
の
影
響

に
よ
る
状
態
や
‘
変
形

r
 

が
観
察
さ
れ
、
こ
の
林

｀ヽ

.

8

 

が
‘
巌
し
い
環
境
に
成

9

立
し
な
が
ら
、
保
安
林
2

と
し
て
す
ぐ
れ
た
機
能
を
果
た
し
て
き
た
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
近
、
落
石
‘
崖
崩

れ
が
多
く
‘
倒
れ
る
木
が
目
立
ち
枯
れ
る
木
も

見
ら
れ
る
が
、
林
の
西
端
を
破
壊
し
た
こ
と
等

採
石
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
林
の
性
格

か
ら
考
え
憂
慮
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
‘

一
刻
も

早
い
対
策
を
関
係
当
局
に
要
望
し
た
い

。
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近
世
・
近
代
資
料
の
現
状裏

面
に
「
大
正
十
年
三
月
三
日
摂
政
皇
太
子
殿

下
啓
行
欧
州
以
九
月
三
日
無
事
還
啓
‘
実
為
無

前
之
盛
事
‘
因
欲
博
比
盛
事
於
後
世
‘
即
乞
束

郷
元
帥
閣
下
之
書
建
碑
於
牡
鹿
郡
月
之
浦
、
表

仙
台
遣
欧
使
支
倉
常
長
解
攪
之
遺
蹟
以
為
記
念

云
‘
大
正
十
一
年
六
月
下
浣
‘
小
西
九
兵
衛
‘

敬
識
併
建
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
往
復
七
年
。

牡
鹿
郡
月
浦
よ
り
発
し

（貞
山
公
治
家
記
録
）

て
‘
遠
く
メ
キ
シ
コ
‘
ス
ペ
イ
ン
‘
ロ
ー
マ
へ

の
旅
は
決
し
て
楽
で
は
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
の
偉
業
を
記
念
し
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
墓

碑
の
例
と
し
て
‘
石
巻
築
港
‘
北
上
川
改
修
に

多
大
な
業
績
を
残
し
た

「
川
村
孫
兵
衛
重
吉
の

墓
碑
」
が
‘
市
内
釜
地
区
真
言
宗
普
誓
寺
の
境
内

に
あ
る
。
市
内
東
部
渡
波
祝
田
浜
に
「
久
米
孝

太
郎
盛
治
復
讐
之
地
」
の
石
碑
が
あ
る
。
こ
れ

、
西
氏
ぐ、

建

立

こ

の

（罵墨/

は
支
倉
碑
と
同
様
‘

で
、
安
政
四

八
五
七
）
年

月
九
日
‘
越
後

新
発
田
藩
士

米
幸
太
郎
、
盛
次
郎
兄
弟
ヵ
父
弥
五
郎
兵
衛

の
仇
敵
滝
沢
休
右
衛
門
を
四
十
一
年
目
に
祝
田

浜
で
討
っ
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
、
特
筆
す

べ
き
仇
討
と
し
て
数
多
く
の
著
書
に
述
ぺ
ら
れ

て
い
る
。
文
学
関
係
と
し
て
は
‘
市
内
日
和
山

公
園
に
元
禄
二

(
-
六
八
九
）
年
に
石
巻
を
訪

れ
た
松
尾
芭
蕉
を
追
慕
し
て
、
延
享
五
(
-
七

文

化

財

保

護

委

員

石

垣

宏

四
八
）
年
俳
人
が
建
立
し
た
句
碑
が
あ
る
。

古
文
書
は
‘
現
在
市
立
図
書
館
に
多
く
保
存

さ
れ
十
進
分
類
法
に
従

っ
て
整
理
さ
れ
‘
解
読

も
進
ん
で
い
る
。
近
世
の
各
種
留
書
と
し
て
は
‘

「
定
例
留
」
（
天
保
十
四
）
蘊
歪
～
留
」
「
宝
暦
五
）
「

駅
法
留
」
「
地
附
留
」
「
諸
御
用
後
例
留
」
「
格
式
留
」

（
天
保
十
四
）
が
あ
る
。
安
永
年
間
仙
台
藩
が
各

地
の
村
名
由
来
、
人
頭
‘
寺
社
仏
閣
な
ど
を
記
さ

せ
た
も
の
に
風
土
記
が
あ
る
か
、
「
牡
鹿
郡
風
土

記
御
用
書
出
」
（安
永
二

）「
牡
鹿
郡
湊
村
風
土
記
」

（写
）
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
藩

の
改
役
人
が
書
き
記
し
た
も
の
と
し
て
「
牡
鹿
郡

蔀
御
改
書
上
」
（
元
禄
十
一
）
が
あ
り
‘
こ
の
書
上

は
郡
村
内
村
毎
の
石
高
‘
面
積
、
人
口
‘
肝
煎
名
‘

神
社
仏
閣
を
記
録
し
た
も
の
。
市
立
図
書
館
で

解
読
済
み
で
原
本
は
女
川
町
照
源
寺
三
宅
太
玄

氏
所
蔵
、
記
録
者
は
御
改
御
役
人
菊
地
文
右
衛

門
で
、
こ
れ
に
よ
る
と
‘
門
脇
村
の
人
頭
百
三
十

四
人
‘
石
巻
村
百
三
十
七
人
‘
住
吉
八
十
三
人
‘

蛇
田
三
十
六
人
‘
湊
村
百
三
十
人
‘
渡
波
百
十
六

人
と
記
さ
れ
、
そ
の
他
田
畑
を
貫
高
制
で
示
し

て
い
る
。
こ
の
田
畑
の

l-1

旦冒
[
i
Eい
し
E
いい

鹿
郡
石
巻
村
御
検
地

帳
」
（
万
治
三
）
「
牡
鹿

F,'
’’’’’’
J

郡
石
巻
村
新
田
御
検
「
利

t
叶
ni1

地
帳
」
（
寛
文
三
‘
畳
重
鵞
た
贔
広
雹
鼻

!‘
2

f
 

延
宝
二
）
が
そ
れ
で
、

蔵
入
地
に
関
し
て
は

江
戸
末
期
か
ら
明
治

初
期
に
か
け
て
小
割

帳
が
あ
り
‘
「
石
巻

村
御
蔵
入
小
割
帳
」
（
元
治
‘
慶
応
、
明
治
）

「
蛇
田
村
御
蔵
入
小
割
帳
」
（
文
治
‘
慶
応
、

明
治
）
「
袋
谷
地
御
蔵
入
小
割
帳
」
（
慶
応
‘

明
治
）
「
墨
廼
江
町
御
蔵
入
小
割
帳
（
明
治
）

「
住
吉
町
御
蔵
入
割
帳
」
（
慶
応
、
明
治
）

が
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
凶
作
飢
饉
が
多
く
‘

そ
の
た
め
単
作
地
帯
の
東
北
は
多
大
な
被
害
を

受
け
‘
農
民
の
疲
幣
が
大
き
く
‘
農
村
の
荒
廃

を
招
い
た
時
期
と
し
て
‘
享
保
、
天
明
、
天
保

期
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
天
保
の
大
飢
饉

は
深
刻
な
惨
害
を
も
た
ら
し
た
。
天
保
四
（
一

八
三
三
）
年
六
月
か
ら
の
大
雨
の
た
め
不
作
と

な
り
、
そ
れ
が
天
保
五
‘
六
年
と
続
き
‘
天
保

七
年
に
大
飢
饉
と
な
っ
た
た
め
に
農
民
に
穀
物

の
備
蓄
も
な
く
‘
か
ら
く
も
山
野
の
草
木
を
あ

さ
り
‘
一
方
で
餓
死
者
も
多
数
で
あ
っ
た
と
い

う
。

こ
の
石
巻
に
お
け
る
天
保
飢
饉
の
状
態
を

克
明
に
記
し
た
の
が
「
天
保
耗
歳
鑑
」
で
‘
貴

重
な
文
献
で
あ
り
‘
こ
の
全
文
が
石
巻
市
史
第

二
巻
「
凶
饉
災
害
史
」
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

次
に
渡
波
根
岸
の
雁
部
氏
所
蔵
の
古
文
書
と

し
て
は
‘
年
貢
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
「
御

年
貢
取
立
帳
」
（
安
政
五
）
「
夏
御
年
貢
償
取
立

帳
」
（
安
政
六
‘
文
久
元
‘
慶
応
二
‘
三
）
が
あ
り
、

ま
た
現
在
の
戸
籍
薄
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
人

数
改
帳
が
数
多
く
保
存
さ
れ
、
「
牡
鹿
郡
根
岸

村
当
人
数
御
改
帳
」
（
天
保
四
‘
十
三
‘
弘
化

四
‘
嘉
永
三
‘
五
‘
六
‘
万
延
二
、
元
治
二
）

は
近
世
の
研
究
に
と
っ
て
貴
重
な
文
献
で
あ
る
つ
。

そ
の
他
安
政
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
「
諸
御

用
書
上
留
帳
」
「
諸
留
御
触
留
附
渡
帳
」
「
御
用
御

布
告
留
控
帳
」
「
御
用
諸
書
上
留
帳
」
な
ど
が
あ
る
。

市
内
田
代
島
の
平
塚
氏
に
は
海
運
関
係
の
古
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1

7

"

正
月
吉
日

18
（
一
八
五
九
）
＂
六
年

16 15 

＂ ＂ 
十
一
月

十
二
月

14 

＂ 

文
書
が
多
数
保
存
さ
れ
て
い
る
が
‘
詳
細
に
つ

い
て
は
‘
前
号
で
紹
介
済
み
な
の
で
省
略
し
た
い
。

そ
の
外
市
内
の
寺
院
に
は
多
数
の
寺
院
関
係

文
書
か
保
存
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

1
（
一
八
二
五

）文

政

八

年

三

月

2
（
一
八
三
三
）
天
保
四
年
二
月
朔
日

3
（
一
八
四
二）

＂
十
三
年
二
月
朔
日

4
（一

八
四
七
」
弘
化
四
年
二
月
朔
日

5
（
一
八
四
九
）
嘉
永
二
年

6
（
一
八
四
九
）
＂

（慶
応
元
年
分
改
）

7
（
一
八
五

O
)

II
三
年
二
月
朔
日

8
（
一
八
五
二
）

＂
五
年

二
月
朔
日

9
（
一
八
五
三
）

＂
六
年

10
（
一
八
五
四
）
＂
七
年

11
・(-
八
五
六

）安
政
三
年

12
（
一
八
五
七
）
安
政
四
年
二
月

13
（
一
八
五
八
）
安
政
五
年

渡
波
雁
部
家
文
書
目
録
（
鹿
松
雁
部
己
巳
麟
年
）

以
上
の
外
に
も
多
数
埋
も
れ
て
い
る
古
文
書

も
有
る
と
思
わ
れ
る
が
今
後
の
調
査
に
よ
り
発

堀
し
‘
こ
の
貴
重
な
史
料
を
大
切
に
保
存
す
る

方
策
を
講
ず
る
よ
う
願
が
う
次
第
で
あ
る
。

牡
鹿
郡
根
岸
村
真
野
村
入
作
取
彿
擁
丁
場
覚
帳

根
岸
村
営
人
数
御
改
蝶
同
村
肝
入
喜
兵
衛

牡
鹿
郡
根
岸
村
当
人
数
御
改
帖
肝
入
喜
右
衛
門

牡
鹿
郡
根
岸
村
当
人
数
御
改
帳
肝
入
喜
右
衛
門

牡
鹿
郡
根
岸
村
本
地
御
蔵
入
当
毛
御
改
御
物
成
極

小

割

蝶

肝

入

喜

右

衛

門

御
年
貢
井
諸
上
納
通
鰈

牡
鹿
郡
根
岸
村
当
人
数
御
改
蝶
肝
入
喜
右
衛
門

牡
鹿
郡
根
岸
村
当
人
数
御
改
蝶
肝
入
喜
平
治

牡
鹿
郡
流
留
村
当
人
数
御
改
帳
肝
入
忠
作

牡
鹿
郡
根
岸
村
御
蔵
入
本
地
別
段
為
御
備
之
御
引

除
当
毛
御
改
御
物
成
極
小
割
帳
肝
入
喜
平
治

牡
鹿
郡
根
岸
村
茶
畑
御
物
成
小
割
帳
肝
入
五
郎
左
衛
門

牡
鹿
郡
根
岸
村
入
数
格
式
證
文
肝
入
五
郎
左
ェ
門

牡
鹿
郡
根
岸
村
分
同
郡
真
野
村
江
入
作
御
蔵
入
新

田
当
毛
御
改
御
物
成
極
小
割
帳
肝
入
五
郎
左
ェ
門

牡
鹿
郡
根
岸
村
本
地
当
荒
起
迫
養
賢
堂
御
相
続
料

江
被
引
除
置
別
極
当
毛
御
改
御
物
成
極
小
割
帳

肝
入
五
郎
左
衛
門

御

年

貢

取

立

帖

肝

入

五

郎

左

衛

門

此
度
米
籾
御
買
備
被
成
置
思
召
ヲ
以
御
金
被
下

置
候
段
被
仰
渡
村
人
頭
割
分
仕
候
西
付
帳

萬

金

代

附

渡

覚

帳

肝

入

五

良

左

衛

門

牡
鹿
郡
根
岸
村
分
同
郡
真
野
村
江
入
作
御
蔵
入
新

田
当
毛
御
改
御
物
成
極
小
割
帳
肝
入
五
郎
左
衛
門

3

9

"

六
月
吉
日

40
（
一
八
六
七
）
＂
四
年
辰
ノ
正
月
吉
日

41
（
一
八
六
九
）
明
治
二
年
己
ノ
正
月
吉
日

42
（
一
八
七

0
)
明
治
三
年
二
月

3

7

"

十
月
吉
日

38
（
一
八
六
七
）
＂
三
年

3

4

1

1

lハ
月
三
日

35
.（
一
八
六
六
）

11

二
年

6
 
3
 

＂ 

30
（
一
八
六
五
）
元
治
二
年
二
月
朔
日

31

慶
応
元
年

2
 
3
 
3
 
3
 

＂ ＂ 

29
（
一
八
六
三
）
文
久
三
年

28 27 26 

＂ ＂ ＂ 

19
（
一
八
五
九
）
安
政
六
年

2

0

"

十
一
月
吉
日

2

1

"

六
年
同
七
年
正
月
吉
日

22
（
一
八
六

O
)
I
I
七
年
申
ノ
ニ
月
吉
日

23
（
一
八
六
一
）
庶
延
二
年
酉
ノ
ニ
月
朔
日

24

文
久
元
年
六
月
吉
日

25
（
一
八
六
二
）
＂
二
年

夏

御

年

貢

償

取

立

帳

肝

入

五

郎

左

衛

門

御

年

貢

諸

償

取

立

帳

肝

入

五

郎

左

衛

門

御

用

諸

書

上

留

帳

肝

入

五

郎

左

衛

門

永

代

手

相

留

帳

肝

入

五

郎

左

衛

門

根

岸

村

当

人

数

御

改

帳

肝

入

五

郎

左

衛

門

夏

御

年

貢

諸

償

取

立

帳

肝

入

五

郎

左

衛

門

牡
鹿
郡
根
岸
村
御
蔵
入
新
田
当
御
改
御
物
成
極
小

割

帳

肝

入

五

郎

左

衛

門

牡
鹿
郡
根
岸
村
同
郡
真
野
村
江
入
作
御
蔵
入
新

田
当
御
改
御
物
成
極
小
割
帳
肝
入
五
郎
左
衛
門

牡
鹿
郡
根
岸
村
本
地
当
荒
起
迫
養
賢
堂
御
相
続
料

江
被
引
除
置
別
極
当
毛
御
改
御
物
成
極
小
割
帳

肝
入
五
郎
左
衛
門

牡
鹿
郡
根
岸
村
御
蔵
入
本
地
当
毛
御
改
御
物
成
極

小

割

帳

肝

入

五

郎

左

衛

門

牡
鹿
郡
根
岸
村
御
蔵
入
新
田
当
御
改
御
物
成
極
小

割

帳

肝

入

五

郎

左

衛

門

根
岸
村
当
人
数
御
改
拍
帳
肝
入
五
郎
左
衛
門

御
年
貢
井
諸
上
納
通
帳

御
年
貢
井
諸
上
納
通
帳

牡
鹿
郡
根
岸
村
御
蔵
入
本
地
当
毛
御
改
御
物
成
極

小

割

帳

肝

入

五

郎

左

衛

門

諸

御

用

御

厨

留

附

渡

帳

肝

入

五

郎

左

衛

門

御
年
貢
井
諸
上
納
通
帳

牡
鹿
郡
根
岸
村
御
蔵
入
本
地
別
段
為
御
備
之
御
引

除
当
毛
御
改
御
物
成
極
小
割
帳
肝
入
五
郎
左
衛
門

当
冬
御
年
貢
諸
償
取
立
帳
肝
入
五
郎
左
衛
門

乍
恐
地
形
分
遜
願
奉
申
上
候
御
事

牡
鹿
郡
根
岸
村
御
百
姓
原
屋
舗
源
吉

当
夏
御
年
貢
諸
償
取
立
帳
肝
入
五
郎
左
衛
門

御

塩

場

井

日

雇

日

記

帳

肝

入

五

郎

左

衛

門

諸

御

用

書

上

留

帳

肝

入

五

郎

左

衛

門

陸
前
国
牡
鹿
郡
根
岸
村
戸
籍
肝
入
雁
部
屋
五
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63

不

明

）

64

不

明

）

そ
の
他
書
状
‘
證
文
な
ど
多
数
所
蔵
。

62 61 60 59 58 57 

不

明

不

明

不

明

不

明

不

明

不

明

52
（
一
八
八
八
）
＂
二
十
一
年
九
月

II 

3
 
4
 
44
（
一
八
七
一
）
明
治
四
年
正
月
七
日

45

一
八
七
七
）
＂
十
年

46
（
一
八
七
八
）
＂
十
一
年
五
月
吉
日

47
（
一
八
八

O
)
＂
十
三
年
辰
ノ
正
月
吉
日

4

8

"

I

I

旧
辰
ノ
十
月
吉
日

4

9

"

旧
四
月
二
日

50
（
一
八
八
四
）
＂
十
七
年
正
月
吉
日

51
（
一
八
八
七
）
＂
二

十
年

5

3

1

1

一
月

54
（
一
九

0
二
）
＂

三
十
五
年
旧
正
月
吉
日

55
（
一
九

0
三）

＂

三
十
六
年
旧
正
月
元
旦

56
（
一
九

0
九
）
＂
四
十
二
年

醤
油
仕
込
帳

郎

左

衛

門

支

配

陸
前
国
牡
鹿
郡
根
岸
村
戸
藉
帳
肝
入
五
郎
左
衛
門

御
用
御
布
告
留
拍
帳
村
長
雁
部
五
郎
左
衛
門

新
板
道
中
往
来

醤

油

衰

立

帳

雁

部

氏

御

塩

場

井

雇

請

彿

帳

雁

部

五

郎

左

衛

門

田

畑

散

田

立

附

手

拍

帳

雁

部

八

治

郎

婚

橙

祝

儀

申

受

納

帳

雁

部

八

治

郎

醤
油
井
釜
相
帳

明
治
廿
年
度
醤
油
造
石
検
査
薄

牡
鹿
郡
根
岸
村
雁
部
八
郎

牡
鹿
郡
根
岸
村
醤
油
製
造
人

雁
部
八
治
郎

牡
鹿
郡
根
岸
村
雁
部
八
治
郎

替
油
酵
石
高
帳

当
座
日
記
帳

大
福
日
記
帳

塩
製
造
帳
製
造
場
牡
鹿
郡
渡
波
町
字
根
岸
二

十

五

番

地

雁

部

松

蔵

乍
恐
地
形
分
遜
願
奉
申
上
候
御
事

牡
鹿
郡
根
岸
村
御
百
姓
水
抜
屋
舗
弥
五
右
ェ
門

乍
恐
地
形
分
遜
願
奉
申
上
候
御
事

牡
鹿
郡
根
岸
村
宮
下
屋
舗
修
験
因
明
院

乍
恐
地
形
分
遜
り
願
奉
申
上
候
御
事

牡
鹿
郡
根
岸
村
御
百
姓
原
屋
舗
源
四
郎

乍
恐
地
形
分
遜
願
奉
申
上
候
御
事

牡
鹿
郡
根
岸
村
御
百
姓
平
左
衛
門

寺
禄
財
産
調
陸
前
国
牡
鹿
郡
石
巻
町
字
湊
牧
山

五

十

六

番

地

曹

洞

宗

梅

埃

寺

横
山
不
動
尊
御
堂
屋
根
替
二
王
門
再
建
御
寄
進

帳

別

当

大

徳

寺

御
蔵
入
新
田
欠
高
調
書

本
地
欠
高
調
書
拍

近
世
沸
運

の
発
展
と
共
に
大
き
く
な

っ
た
石

巻
の
街
も
度
々

の
大
火
に
遇

っ
て
い
る
。
宝
永

四
年
湊
町

の
大
火
以
来
明
治
二
八
年
の
福
清
の

大
火
ま
で
九
回
も
大
火
か
あ
り
街
中
の
大
半
を

焼
失
し
昔
の
面
影
は
な
い
か
‘
住
吉
と
門
脇
の

一
部
に
藩
政
時
代
を
偲
ば
せ
る
民
家
か
散
見
出

来
る
。
そ
の
中
で
も
住
吉
の
旧
毛
利
家
は
当
時

の
世
相
と
古
空
末
の
史
実
を
秘
め
乍
ら

一
段
と
精

彩
を
放
つ
建
築
で
あ
る
。
石
巻
港
か
ら
の
江
戸

回
米
は
‘
伊
達
藩
が
享
保
二
年
住
吉
に
十
八
棟

六
万
五
千
俵
収
納
の
最
大
の
米
蔵
を
建
て
て
か

ら
急
に
忙
し
く
な

っ
た
。
毛
利
家
は
代
々
住
吉

の
蔵
守
り
を
勤
め
‘
石
巻
に
来
て
か
ら
三
百
年

に
も
な
る
と
云
う
。
住
小
校
門
前
に
あ
る
間
口

二
間
半
二
階
建
て
の
質
素
な
建
物
は
毛
利
本
家

で
当
主
は
名
古
屋
に
住
む
毛
利
宏
さ
ん
で
毛
利

家
十
五
代
目
で
あ
る
。
毛
利
宏
さ
ん

の
家
は
藩

政
当
時
の
蔵
守
り
の
家
の
典
型
的
な
も
の
だ
ろ

う
。
蔵
守
り
は
郡
奉
行
の
末
端
で
米
蔵
の
笞
番

に
当
っ
た
か
「御
百

姓
雑
穀
御
蔵
守
」

の
肩
書
通
り
半
官

半
民
の
待
遇
だ

っ

た
と
云
う
。
写
真

の
建
物
は
毛
利
十

一
代
七
蔵
か
‘
十

一
代
利
兵
衛
に
よ

り
建
て
ら
れ
た
と

住
吉
の
旧
毛
利
家

推
察
さ
れ
、
百
二
十
年
以
前
の
町
家
で
あ
る
。

藩
政
下
で
は
士
農
工
商
の
生
活
す

べ
て
に
干
渉

す
る
厳
し
い
掟
が
あ
り
‘
建
築
に
つ
い
て
は
宝

歴
八
年

「家
作
之
俄
他
国
者
往
遠
の
宿
を
も
仕

候
者
は
相
応
に
可
仕
候
襖
障
子
に
も
唐
紙
の
類

不
苦
候
其
外
脇
往
還
並
総
百
姓
は
随
分
粗
相
可

仕
候
大
肝
入
肝
入
検
断
は
表
向
板
敷
迄
之
儀
は

不
苦
候
天
井
長
押
等
は
可
為
無
用
事
」
と
明
治

ま
で
不
変
の
基
本
的
な
禁
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。

徳
川
禁
令
考
で
も
寛
永
十
二
年

「
万
石
以
下

之
面
々
雖
為
番
頭
座
敷
二
間
半
梁
に
不
可
過
」

元
禄
十
二
年

「
千
石
ま
で

二
間
半
梁
不
可
過
‘

千
石
以
下
二
間
梁
不
可
過
」
等
時
代
に
よ

っ
て

変
る
が
‘
梁
間
‘
雑
作
規
制
が
度
々
出
て
い
る
。

伊
達
藩
で
も
小
身
待
の
蔵
守
り
の
家
は
三
間
梁

以
下
‘
足
軽
の
家
は

二
間
半
と
制
限
さ
れ
‘
町

家
も
農
家
の
土
間
生
活
を
強
制
し
た
程
の
厳
し

い
規
制
は
な
か

っ
た
が
‘
梁
間
は
三
間
以
下
と

定
め
ら
れ
た
様
で
す
べ
て
役
人
の
指
図
を
受
け

て
作
る
事
と
な
っ
て
居
た
。
軒
高
は
十
五
尺
位
か

限
度
の
様
で
‘
こ
れ
ら
禁
令
が
ど
の
程
度
守
ら

れ
て
い
た
か
甚
だ
凝
問
で
あ
る
が
‘
此
の
建
物

は
禁
令
を
欺
隅
し
た
も
の
で
、
こ
こ
に
古
命
藩
制

の
衰
退
と
町
人

の
経
済
支
配
の
史
実
が
肯
け
る

感
が
あ
る
。

建
物
は
梁
間
三
間
半
‘
桁
行
十
間
以
上

（故

あ
っ
て
他
家
に
渡
り
現
在
解
体
工
事
中
）

一
部

二
階
建
で
あ
る
。
屋
根
は
勾
配
‘

破

風

風

返

文
化
財
保
護
委
員

古

向

苺

回

革
R

郎
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の
風
蝕
か
ら
又
仮
御
殿
‘
米
蔵
か
木
羽
葺
で
あ

っ
た
（史
料
か

ら
当
初
木
羽
荘
だ

っ
た
と
考
へ

ら

れ
る
）。

現
在
は
ス

レ
ー
ト
‘

一
部
瓦
荘
で
あ
る
。

一
階
表
沿

い
は
昔
太
い
木
格
子
が
立
て
て
あ

っ

た
と
云
う
か
‘
昭
和
に
な
り
鉄
格
子
窓
に
‘
そ

の
後
現
在
の
姿
に
変
っ
た
。

二
階
見
付
は
昔

の

儘
で
‘
曲
折
り
東
南
の
出
窓
造
り
に
雨
戸
か
立

て
ら
れ
節
子
下
見
の
戸
袋
や
化
粧
組
格
子
の
手

摺
か
浪
情
な
梧
庇
と
良
く
釣
合

っ
て
い
る
。
本

家
妻
の
軒
は
深
く
張
り
出
し
二
重
屋
根
に
化
粧

さ
れ
い
か
め
し
い
威
圧
を
感
す
る
。

こ
の
様
に

表
沿

い
妻
軒
を
化
粧
し
た
建
物
は
市
内

の
古

い

民
家
の

二
階
建
に
良
く
見
受
け
る
が
‘
何
れ
も

反
対
妻
は
平
凡
な
造
り
で
あ
る
。

天
井
無
‘
軒
裔
制
限

の
禁
令
が
苦
肉
に
も
生

み
出
し
た
デ
ザ
イ

ン
な
の
か
‘
当
時

の
流
行
か

分
ら
な

い
が
‘
格
式
を
誇

っ
た
化
粧
方
法

の
一

っ
た

っ
た
ろ
う
。
一

階
表
沿

ひ
は
店
舗
で
曲
折

り
の
土
間
と
上
桓

の
上
に
戟
場
格
子
が
立

っ
て

い
た

か
今
は
無
い
。
次
に
十
二
帖

の
座
敷
と
十

七
帖
半
の
居
間‘

土
間

の
玄
関
台
所
と
間
取
ら

れ
て
い

る
。
居
間

の
押
入
‘
戸
棚
仏
駐
と
そ

の

上
の
神
棚
‘

自
在
鉤
受
丸
太
‘
油
煙
抜
小
窓
は

い
か
に
も
商
家
の
居
間
ら
し
い
。
南
縁
側

の
床

は
切
板
で
突
当
り
に
桜

丸
削
の
特
徴
あ
る
手
摺

を
つ

け
た
急
な
階
段
か

あ
る
。

二
階
は
前
室
付

き
の
格
式
あ
る
十
五
帖

の
座
敷

で
あ
る
。
十
尺

の
軒
裔
制
限
の
せ
い

か
‘

階
高
を
低
く
押

へ
‘
二

階
内
法
は
五
尺
四
寸
で

あ
る
。
天
井
は
無
い
か
天
井
を
吊
る
‘
よ
り
手
間

の
掛
る
化
粧
屋
根
裏
で
、
化
粧
和
小
屋
‘
棟
梁
‘

化
粧
椎
が
見
事
な
細
工
‘

精
選
さ
れ
た
用
材
で

架
構
さ
れ
て

い
る
。
東
南
に
は
紙
張
り
の
明
障

子
を
立
て
、
北
側
は
書
院
付
き

の
格
調
高
い
欅

の
床

の
間
で
あ
る
。
禁
制
だ

っ
た
長
押
は
こ
こ

で
は
挽
立
材
よ
り
高
級
な
面
皮

の
長
押
‘
面
皮

の
柱
か
使
用
さ
れ
て
い
る
。
長
押
の
留
の
部
分

は
面
皮
丸
み
を
見
事

に
仕
合
せ
‘
各
々
異

っ
た

模
様
の
長
押
飾
金
物
ま
で
使

っ
て
い
る
。
当
時

と
し
て
は
最
高
級
の
仕
上
げ
だ

っ
た
ろ
う
し
‘

幕
府
か
極
度
に
戒
め
た
奢
修
な
建
築
で
あ
る
。

半
官
半
民
だ

っ
た
蔵
守
り

の
毛
利
家
だ
か
ら
こ

そ
創
り
得
た
建
築
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
毛
利

家
の
富

の
象
徴
だ
ろ
う
し
‘

石
巻
を
大
き
く
発

展
さ
せ
た
多
く
の

人
々
が
出
入
り
し
た
だ
ろ
う

と
想
像
し
た
い
。

こ
の
二
階
座
敷
こ
そ
戊
辰
の

末
期
榎
本
武
揚
が
陣
取
り
、

食
糀
物
質
を
仙
台

藩
に
要
求
し
た
由
緒
あ
る
部
屋
で
あ
る
。

明
治
元
年
八
月
仙
台
藩
が
抗
戦
か
‘
恭
順
か

藩
論
統

一
出
来
な
い
時
‘
榎
本
は
開
陽
以
下
七

隻
の
軍
檻
を
寒
風
沢
に
集
結
し
‘
上
陸
し
て
仙

台
に
入
り
旧
稲
臣
を
令
下
に
組
入
れ
‘
そ

の
武

力
を
背
景

に
抗
戦
論
を
プ

ッ
て
居
た
。
そ
の
中

に
は
新
選
組
の
土
方
歳
三
等
も
居
た
が
‘
九
月

二
十
二
日
仙
台
藩
は
降
伏
と
決
定
‘
行
先
を
失

っ
た
抗
戦
派

の
硲
臣
等
は
新
天
地
を
北
海
道
に

求
め
‘
渡
航

の
た
め
続
々
と
石
巻

へ
参
集
し
て

来
た
。
そ
の
数
三
干
五
百
人
余
り
‘
榎
本
武
揚
‘

歩
兵
奉
行
松
平
太
郎

陸
軍
奉
行
竹
中
重
固

歩
兵
奉
行
並
大
島
圭
介
‘
同
土
方
歳
三
‘
遊
慇

隊
長
人
見
勝
太
郎
‘
本
多
幸
七

郎

新

選
組
副

長
古
屋
作
左
衛
門
‘

桑
名
藩
主
松
平
定
敬
‘
備

中
松
山
藩
主
‘
老
中
板
倉
勝
静
‘
唐
津
藩
小

（
か
み
）

笠
原
登
岐
守
会
津
家
老
金
成
善
左
衛
門
、
同

鴨
原
長
太
郎
、
桑
名
家
老
三
宅
八
兵
衛
、
同
青

地
源
次
郎
‘
松
本
要
人
、
西
郷
頼
母
等
僅
か
一

年
前
は
壮
々
た
る
身
分
の
諸
候
や
家
老
を
は
じ

め
少
し
お
く
れ
て
星
詢
太
郎
が
ア
メ
リ
カ
軍
と

同
じ
ス
タ
イ
ル
だ

っ
た
と
い
う
仙
台
藩
最
精
鋭

の
額
兵
隊

一
干
名
を
引
連
れ
て
乗
り
込
ん
で
来

た
。

石
巻
の
役
人
‘
商
人
は
騒
然
と
し
た
渦
の

中
に
捲
き
込
ま
れ
た
。

こ
の
時
最
高
指
揮
官
だ

っ
た
榎
本
が
毛
利
家
の
二
階
座
敷
に
陣
取
っ
た

の
で
あ
る
。
当
時
石
巻
の
町
家
で
は
一
番
立
派

な
室
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
兵
達
は
湊
で
大
簑
火

を
焚
い
て
気
勢
を
揚
げ
る
し
、
日
和
山
で
は
土

方
ら
か
仏
式
の
大
演
習
を
や

っ
た
り
‘
幕
僚
の

春
日
左
衛
門
等
は
北
上
川
を
挟
ん
で
一
戦
す
る

と
ま
で
云

い
出
し
た
。

石
巻
の
住
民
は
我
れ
先

に
と
疎
開
を
は
じ
め
た
。

こ
の
時
楽
山
公
の
命

を
受
け
た
烏
組
の
細
谷
十
太
夫
は
石
巻
に
馳
着

け‘

星
詢
太
郎
や
春
日
と
会
見
し
‘
毛
利
理
惣

治

（初
代
）
に
命
じ
、
米
倉
を
開
き
‘
食
糧
物
査

を
贈
り
‘
金
を
贈
り
‘
石
巻
か
ら
立
去
ら
せ
る

事
に
成
功
し
石
巻
を
戦
火
か
ら
守
っ
た
の
で
あ

る
。

こ
の
時
船
に
積
込
ん
だ
物
質
は
膨
大
な
も

の
で
あ
る
酒
千
樽
以
下
‘
卵
‘
竹
サ
サ
ラ
ま
で

内
訳
を
見
る
と
‘
よ
く
ぞ
こ
れ
程
の
物
が
石
巻

に
あ

っ
た
と
驚
く
程
の
も
の
で
あ
る
。
毛
利
家

が
中
心
に
な
り
‘
湊
の
倉
か
ら
米
を
町
内
近
在

近
郷
か
ら
僅
か

―
ヶ
月
足
ら
ず

の
内
に
三
千
人

の
兵
が
当
分
間
に
合
う
は
ど
の
物
質
食
糧
を
集

積
供
出
し
た

の
で
あ
る
。

そ
の
間
毛
利
家
は
‘

各
諸
候
の
接
待
‘
榎
本
の
命
令
‘
細
谷
の
命
令

と
‘
繁
忙
の

一
ヶ
月
だ

っ
た
ろ
う
。

石
巻
の
商

参 考 文

宮

石

仙

雄

榎

城

巻

台

勝

武

土方t三のすべて

仙台戊辰史

本

県

市

市

町

献

史

史

史

史

揚 加茂儀一

新人物住来社

住吉の旧家毛利理惣治（三原良吉）

東北の民家小倉強

日本民家史

東北の歴史

藤田元春

豊田

仙台の市街及土木建築

東北の歴史と開発

武

小倉 強

高橋富雄

藤原相之助

宮城 10 0年

家
も
街
を
救
つ
為
犠
性
に
な
っ
て
出
来
る
限
り

の
物
質
を
調
達
し
た
事
と
考
え
る
。
か
く
し
て

十
月
十
二
日
開
陽
以
下
榎
本
艦
隊
は
威
風
堂
々

と
折
の
浜
を
出
航
‘
北
海
道
に
向
っ
た
の
で
あ

る
。

そ
の
項
西
軍
の
先
兵
は
矢
本
ま
で
来
て
居

た
。
舶
に
乗
り
お
く
れ
た
者
が
雲
雀
野
浜
で
斬

ら
れ
、
郵
便
局
附
近
に
さ
ら
し
首
に
さ
れ
た
と

云
う
が
確
か
な
史
料
は
余
り
見
当
ら
な
い
。
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陸
前
の
国
、
石
巻
で
最
初
に
鋳
銭
場
が
開
設

さ
れ
た
の
が
享
保
十
二
年
(
-
七
二
七
年
）
と

い
わ
れ
、
そ
の
後
一
三
八
年
余
の
間
‘
断
続
的

で
は
あ
る
が
、
東
北
の
経
済
の
中
心
地
と
し
て
‘

わ
が
町
は
栄
え
た
こ
と
に
な
る
。

東
北
の
諸
藩
の
中
で
、
幕
府
直
轄
の
鋳
銭
場

は
‘
「
陸
奥
の
石
巻
‘
出
羽
の
秋
田
‘
佐
渡
の

相
川
」
（
造
幣
史
八
十
年
史
）
と
さ
れ
て
い
る
。

当
時
の
石
巻
地
区
で
の
鋳
銭
は
主
と
し
て
鉄

銭
で
い
わ
ゆ
る
砂
型
鋳
造
法
と
い
わ
れ
、
銅
‘

錫
‘
鉛
を
規
定
比
率
で
配
合
し
た
溶
液
を
湯
口

か
ら
注
入
し
、
湯
が
す
ぐ
固
ま
る
と
‘
型
を
外

し
、
砂
を
こ
わ
し
て
鋳
ば
な
し
銭
‘
い
わ
ゆ
る

枝
銭
を
つ
く
り
‘
枝
の
先
の
銭
を
切
り
と
り
‘

や
す
り
で
湯
ば
り
を
と
り
‘
こ
の
あ
と
砂
垢
（
あ

か
）
を
と
る
た
め
‘
豆
の
汁
で
煮
る
と
い
う

（

毛
利
氏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
‘
鋳
銭
場
絵
図
よ
り
）

当
時
、
全
国
の
鋳
銭
場
で
つ
く
ら
れ
た
銭
は
一

日
三

0
万
枚
‘
石
巻
地
区
で
も
約
七
五

0
0
枚

ぐ
ら
い
つ
く
ら
れ
、
産
業
の
規
模
と
し
て
は
相

当
な
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
（
造
幣
局
編
「
貨

幣
の
生
い
立
ち
）

。

享
保
十
二
年
か
ら
慶
応
末
ま
で
の
百
三
十
八

年
余
に
渡
る
‘
鋳
銭
場
の
興
廃
の
歴
史
は
‘
そ

の
ま
、
石
巻
の
経
済
の
歴
史
で
あ
っ
た
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

想
像
以
上
と
い
わ
れ
る
賑
わ
い
は
登
米
郡
米

山
村
の
沼
倉
家
の
奉
願
書
に
よ

っ
て
も
明
ら
か

な
よ
う
に
‘
船
便
だ
け
の
輸
送
ば
か
り
で
な
く

駄
馬
に
よ
る
輸
送
も
盛
ん
で
一
ヶ
月
千
頭
余
を

数
え
‘
昼
夜
を
分
た
ず
‘
使
役
さ
れ
た
と
し
る

さ
れ
て
い
る
。

原
料
及
ぴ
燃
料
、
輸
送
等
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
、

地
理
的
に
恵
ま
れ
た
‘
こ
の
石
巻
が
鋳
銭
場
と

し
て
選
ば
れ
る
当
然
の
理
由
が
あ

っ
た
こ
と
が

う
な
づ
け
る
。

敷
地
一
万
坪
‘
数
十
棟
の
役
所
‘
工
場
群
‘

二
重
‘
三
重
の
門
構
え
、
さ
ら
に
安
永
年
間
に

山
下
鍋
倉
の
地
に
も
三
基
増
設
さ
れ
た
記
録
か

ら
も
、
最
盛
期
の
町
の
様
子
は
駄
馬
が
町
に
溢

れ
、
鋳
銭
場
に
出
入
り
す
る
奉
行
‘
吹
方
棟
梁

以
下
役
人
‘
労
慟
者
は
常
時
数
百
人
を
数
え
‘

操
業
中
の
石
巻
は
経
済
的
に
も
東
北
の
中
心
的

役
割
を
果
し
た
。

（
石
巻
市
史
第
一
巻
）

こ
、
で
私
は
石
巻
の
経
済
の
中
心
的
役
割
を

果
し
た
「
米
の
積
出
し
港
」
「
石
巻
鋳
銭
場
」
新

ら
し
く
は

「第

一
銀
行
の
開
設
」
を
意
義
あ
る

も
の
と
し
た
い
。

（後
述
）

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「鋳
銭
場
」
と
「斉
太
郎
節
」

に
つ
い
て
ふ
れ
て
見
た
い
。
「
民
謡
辞
典
」
「
日
本
の

民
謡
」
「
日
本
の
民
謡
集
」
他
の
著
作
を
見
て
感

ず
る
こ
と
は
‘斉
太
郎
と
い
う
人
物
と
、
そ
の
物
語

の
設
定
は
正
し
い
の
だ
る
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

現
在
残
さ
れ
た
資
料
の
中
か
ら
は
‘
安
永
六

年
の
暴
動
を
う
ら
づ
け
る
も
の
は
何
も
見
あ
た

ら
な
い
。

文
化
財
保
護
委
員

石

島

恒

夫

石
巻
鋳
銭
場
と
斉
太
郎
節

安
永
六
年
と
い
え
ば
鋳
銭
場
が
開
設
さ
れ
て

五
十
年
目
‘

一
七
七
七
年
。
当
時
鋳
銭
場
の
外

に
山
下
鍋
倉
前
に
も
三
基
増
設
さ
れ
た
記
録
が

あ
り
‘
こ
の
辺
り
が
鋳
銭
場
事
業
の
最
盛
期
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

勿
論
‘
規
模
を
誇
る
工
場
と
い

っ
て
も
当
時

の
こ
と
で
す
か
ら
保
安
上
か
ら
も
不
備
だ
ら
け

と
い
え
る
で
し
ょ
う
、
当
時
鋳
銭
場
か
ら
の
火

災
も
多
か

っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
石
巻
の

大
火
の
歴
史
の
中
に
も
安
永
六
年
は
見
当
り
ま

せ
ん
。
文
久
三
年

(
-
八
六
三
年
）
の
大
火
か

鋳
銭
場
か
ら
出
火
し
新
田
町
。
立
町
。
小
野
寺

横
丁
。
裏
町
。
中
町
。
本
町
。
中
瀬
。
湊
田
町
。

大
門
崎
と
い
う
広
範
囲
の
火
災
に
よ

っ
て
‘
鋳

銭
事
業
廃
止
の
決
着
が
つ
い
た
大
火
を
の
ぞ
け

ば
‘
先
程
の
安
永
年
間
に
は
歴
史
的
な
暴
動
‘
火

災
は
見
当
ら
な
い
。

私
は
‘
こ
の
斉
太
郎
物
語
の
底
流
に
あ
る
物

語
性
を
拾
い
あ
げ
る
な
ら
ば
‘
安
永
十
年
十

一
月

の
高
橋
彦
三
郎
と
「
密
鋳
銭
」
を
あ
げ
た
い
。

当
時
‘
仙
台
藩
は
財
政
上
、
多
額
の
軍
資
金

調
達
の
必
要
か
ら
幕
府
の
公
許
を
得
ず
に
密

銭
を
つ
く
り
、
そ
れ
が
露
見
し
、
高
橋
彦
三
郎、

一
人
の
罪
と
し
て
八
丈
島
に
流
さ
れ
、
遂
に
帰

参
せ
ず
‘
其
地
に
終

っ
た
。
当
時
三
十
九
オ

（

仙
台
、
正
楽
寺
。
高
橋
彦
三
郎
墓
誌
銘
曰）

私
は
こ
の
安
永
年
間
の
密
鋳
銭
の
主
と
斉
太

郎
節
の
ヒ

ロ
イ
ン
が
伝
説
化
さ
れ
て
い
る

の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
：・
…
と
。

斉
太
郎
節

（さ
い
た
ら
ぶ
し
）
は
そ
の
原
調

を
「
鋳
銭
坂
」
（
鋳
吹
き
唄
）
と
い
わ
れ
、
そ

れ
が
舟
こ
ぎ
唄
に
変

っ
て
い

っ
た
と
い
わ
れ
る
‘

斉
太
郎
は
「
さ
い
と
く
」
（
歳
徳
）
の
な
ま
り

享保13年開設 石巻鋳銭場絵図（毛利コレクショ ン）
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吟
咋

第 1図 石巻•根岸位置図（石巻 5 万分の I)
A「通称の根岸」 a. 山 崎 l零羊崎神社 4草和気神社
B 旧地場跡（旧塩田） b. 西ケ崎 2弁天神社 5不動尊神社

c. 卯津木花（うつぎばな） 3熊野神社
d. 橋下写真１「橋下」より「際」部落を見る

（履器卯ー...右 眉部さつき ...左のかや葺屋根の蒙）

東

行

根
岸
地
区
民
俗
資
料
調
査
報
告
（
そ
の
一
）

石

巻

市

新 暦
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（稲
作
と
制
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を
兼
ね
る
）

調

査

地

根

岸

鹿

松

ニ
ニ
ー

一

調

査

日

昭

和

四

八

年

七

月
二
八
日

話

者

色

川
泰
助
（
男
九

0
オ）
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仕
事
と
用
具

（
塩
田
地
場
作
業
）

-
‘
仕
事
の
期
間
と
組
織

春
の
彼
岸
よ
り
秋
の
彼
岸
ま
で
で
あ
る
。
一

枚
は
二
反
内
外
で
‘

―
つ
の
囲
い
は
五
枚
か
ら

七
枚
位
で
あ
る
。
主
な
る
囲
い
は
明
神
釜

•

石

田
釜
•
鹿
松
釜

·

際
釜
囲
い
で
、
囲
組
合
制
で

五
ー
六
人
で
共
同
製
塩
し
て
い
た
。
八
月
に
塩

の
神
「
鳥
浜
様
」
（
渡
波
新
田
町
）
の
祭
り
が
あ

だ
め

り
、
か
ん
水
溜
（
お
つ
ぽ
）
を
つ
く
る
時
「
つ

ぽ
う
ち
唄
」
を
歌
い
な
が
ら
、
打
ち
固
め
た
。

（
話
者
…
色

川

泰

助

七

月

二
七
日
）

二
‘
仕
事
の
内
容
と
用
具

日

砂

の

運

搬

春
に
塩
田
「
三
本
ま
ん
の
う
」
で
側
溝
（
堀

…

一
反
五
畝
ー

ニ
反
）
を
ほ
り
、
海
（
長
浜
）

か
ら
水
際
の
美
し
い
砂
を
は
こ
び
と
り
か
え
る
。

運
搬
は
「
砂
ず
み
舟
」
で
「
舟
入
れ
」
（
塩
田
に

く
る
海
水
の
通
路
）
を
通
り
‘
陸
地
は
「
だ
ん

こ
」
に
砂
を
入
れ
馬
で
は
こ
ん
だ
。
昔
は
浜
か

ら
直
接
、
馬
車
で
は
こ
ぴ
‘塩
田
の
は
し
に
砂
を

置
い
た
場
合
は
「
も
っ
こ
」
「
ぱ
い
す
け
」
（
竹
製
）

じ

ば

写

真

二
塩
田
地
場
作
業
用
具

で

「

だ

い

」

（
台
…
紐
水
箱
）

（
上
か
ら
「
す
く
い
」
「
か
っ

つ
あ
」
「
木
ぐ
ゎ
―
)

の
後
に
お
き

早
朝
、
四
す

み
に
玉
に
す

る。口
、
地
場
作

業
三
時
ー
四

時
頃
起
床
‘

朝
食
前
‘
四

キ
ロ
メ
ー
ト

ル
も
あ
る
地
場
に
行
く
。
地
面

一
反
六
畝
、
一

人
で
玉
数
七

0
を
朝
の
仕
事
と
し
て
「
す
く
い
」

で
ち
ら
す
。
「
ま
ん
ぐ
わ
」
で
曳
い
て
砂
を
乾
燥

さ
せ
る
。
一
時
間
の
休
み
時
間
を
と
り
‘
午
後

三
時
頃
「
よ
せ
い
た
」
で
寄
せ
集
め
「
か
っ
つ

ぁ
」
で
ほ
し
た
砂
を
「
だ
「
で
）
い
」
に
山
に
も

る
。
砂
寄
せ
は
若
い
男
の
仕
事
で
あ
る
。
「
だ
．

（
で
）
い
」
の
前
の
「
小
っ
ぽ
」
か
ら
「
だ
い
」

に
塩
水
を
か
け
る
。
か
け
た
塩
水
は
「
だ
（
で
）

い
」
の
砂
を
通
っ
て
樋
で
「
お
つ
ぽ
」
（
た
か
を
か

け
た
桶
）
に
た
ま
る
。
た
ま
っ
た
塩
水
を
「
に

ね
桶
」
（
二
斗
八
升
入
れ
）
で

（
約
四
〇
貫
）
か
つ

い
で
は
し
ご
段
を
の
ぼ
り
「
や
ぐ
ら
」
に
ま
け
る
。

「
や
ぐ
ら
」
の
か
ん
水
は
竹
の
く
だ
を
通
っ
て
「

お
（
大
）
っ
ぽ
」（
上
幅
…
五
m
‘
下
幅
…
三
m
‘
深

さ
一
m
五

0
赤
土
製
）
に
溜
ま
る
(-
八
度
1
二

0
度
の
か
ん
水
）
溜
ま
っ
た
か
ん
水
を
釜
（
幅
…

一
丈
二
尺
‘
高
さ
…
五
寸
‘
八
石
入
る
）
で
煮

る
。
二
人
で
夜
通
し
で
交
代
で
煮
る
「
か
ま
す
」

約
八
俵
(
-
俵
―

二
貫
）
を
と
る
。
水
か
け
は
年

寄
り
と
女
の
仕
事
で
あ
る
。
地
場
作
業
を
し
な

が
ら
養
蚕
を
か
ね
た
重
労
慟
で
あ
る
。

（
話
者
…
根
岸
際
四
‘
津
田
は
し
め
（
女

九
0
オ）

津
田
新
次
郎
（
男
六
七
オ
）
七
・

ニ
八）

仕

事

着

調
査
地
石
巻
市
根
岸
字
際

一
九
ノ

一

調
査
日
昭
和
四
十
八
年
七
月
二
八
日

話

者

雁

部

は

つ

よ

(89
オ）

雁
部
さ
つ
き

(82
オ）

染
•

織

-
‘

染

色

「
あ
い
」

…
…

「
あ
い
」
を
畑
に
植
え
た
の
を

秋
に
刈
る
。
葉
だ
け
を
こ
き
‘
手
で
も
ん
で
、

む
し
て
床
を
作
っ
て
ね
か
す
。
「
あ
い
玉
」
に
か

た
め
て
軒
場
に
雨
の
当
た
ら
な
い
よ
う
に
干
す
。

「
あ
い
色
」
を
出
す
と
き
そ
れ
を
こ
な
し
、
「
こ

が
」
に
入
れ
て
発
酵
さ
せ
る
。
ぶ
く
ぶ
く
泡
が

出
た
こ
ろ
‘
白
い
糸
を
買
っ
て
染
め
る
。

「
茶
」
…•
•「
か
し
わ
」
幹
の
皮
（
カ
シ
ャ
木
」
、

五
升
‘
八
升
だ
き
の
釜
で
煮
る
。

（話者…根岸字橋の下保原はぎの

八三才七月二八日）

「ねずみ」……桐の木を焼いて粉にして

とる。

「赤」……はまなすの花からとる。

染料は「こか」に入れて、こくしたい

時、何度もつけてしぽる。混用としてか

たずみのあく（灰）．＜どのあくをとって

おいて使用する。

（話者…雁部はつよ入九オ）七月二九日）

二、手織・・・綿を買い、（綿を植えたのは

少数であった）綿から糸車で糸をつむぎ、

＼ 
農 業 山 林 塩 田

男 女 男 女

頭 てぬぐい

あお（みこてのがさぬ上ずさ（ぐき（冬に夏んい） 1 ） 

ずきん ずきん

（てぬ ぐい （てぬぐい

顔 あみがさ（夏） 二枚） 二枚）

手 こ て こ て こ て（ズ ック製） こっぱこて こっぱこて

上 はんてん はんてんさしこ
(5月） 一

（たすきをして）！ (_f父9こさした）

体 木綿シャツ ちゃんちゃんこ

下

長半きこもやもももは（（ひひ秋夏んきき） ） 
長キき蔚かこもや．けも，ももこは（（ひ"ひ秋夏んききき） ） 

ももひき （ス・、I ク製） 半こももひき 半こももひき

横きゃはん （男） （夏） （夏）
（麻でつ〈 る） おかももひき

体 はばき （男） （秋） おかももひき

メリケンズ '/ク わらぞうり 地場たぴ

足 すあし すあし （う すい ） わ らじ
（杉ざし）

わらじ

すあし すあし

雨

み の 背せ ごも

具
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毎
日
の
食
事

七

・
ニ
八
）

な
ぺ
に
入
れ
て
糸
を
煮
て
‘
炉
ば
た
で
か
わ
か

す
。
糸
か
ら
布
を
「
は
た
」
で
織
る
。
自
給
自

足
で
、
女
性
の
冬
期
間
の
仕
事
と
さ
れ
て
い
た
。

（話
者
：
・
保
原
は
ぎ

の

七

・
ニ
八）

「
麻
糸
」
…
麻
の
皮
か
ら
細
く
繊
維
を
と
っ
て

炭
酸
を
入
れ
て
煮
て
‘
や
わ
ら
か
に
し
て
つ
む

ぎ
織
る
。（話
者
…
雁
部
さ
つ
き

七
・

ニ
八）

一
、
主
食
…
米
に

わ
麦
。
困
っ
た
時
は
‘

.
I
 
さ
白
米
に
豆
を
混
合
し

手rJ
て
食
べ
た
り
、
七
分

づ
き
‘
五
分
づ
き
の

ナー・・ぉけ
玄
米
を
食
ぺ
た
。
ま

r

た
小
麦
粉
を
ま
ぜ
て

っ3
「
そ
ば
」
を
つ
く
る
。

真
ほ
し
葉
汁
に
入
れ
て

写

「
そ
ば
け
」
に
し
て

食
ぺ
た
。
た
ば
こ
は
「
重
箱
」
「
わ
っ
ぱ
」
で
運

ぶ。

な

二
、
幅
食
…
菜
・
大
根
•
か
き
豆
•
さ
さ
げ

塩
ぴ
き
を
主
と
し
て
食
ぺ
、
生
魚
を
買
う
の

は
珍
ら
し
か
っ
た
。
困
っ
た
時
は
「
お
か
ら
」

を
食
ぺ
た
。
（
話
者
…
雁
部
さ
つ
き

赤
飯
・
餅
•
だ
ん
ご

一
、
赤
飯
…
祭
り
の
日
、
前
日
か
ら
ま
わ
す
。

節
句
•
田
植
え
時
期
・
毎
月

一
日
・
十
五
日
に

変
わ
り
ご
と
•
お
七
夜
・
歳
か
さ
ね
祝
い

（男

…
七
•

一
五
・
ニ
五
•
四
二
女
：
·

-
三
・

一

区 E3 E=且ヨ
1 

2 3 4 

EヨEヨ
S 6 

山・鳩m
傾..地

ピ
皿

1 日 4

罰 rn
2・3 

一
、
陸
前
北
部
の
民
家

住

居

並 列 式 虹角式

第2図 屋敷構えと家屋配置図（和歌森太郎編ー「陸前北部の民俗」より）

九
・

ニ
三
）

二

餅
…
正
月
（
米
の
餅
）

節
句
・
出
植
え
時
期
に
は
く
さ
餅

三
‘
だ
ん
ご
…
盆
と
彼
岸
の
中
日

（
話
者
：
馬
場
と
り

（
八
十
八
オ
）
…
根

岸
卯
津
木
花
三
六

七

・

ニ
八）

"' 
ス専

又 亀. 

; "・o 
'CJ oo tパ
. E3E3. 0,,. ；〇旧6 I 、Q, 鳥丑
" 今 4うよや

心ills 旧0 5便 所
2. 3 0, . 

i負の車のo.が （中門）

＇ 
. . ネ 身

： 囲い 式． 

（
数

T
は

m
2図
に

従
う

ナ ンド

¥
 第5図間取り（その I)一般農家

（際91ー雁部さつきさん宅）

二、石巻市根岸の民家

● ’＇ ’"’ ' I 2 3 

ゾ／竺Ll n 
クラ カ ケ ミノ カケ 9ヽ7 ニクラハ フ

,+i 

a 二: 
帝

I ン ，、 7 ソ ラマド 箱 ほ

第3図 屋根形と煙抜きの図譜
（和歌森太郎編－「陸前北部の民俗」より）

拉o: 

ロ

ー :Q : R): 
嘗

写真5 津田政人氏宅（際44)
ーソラマドのある董葺の霞ー

第6図間取り（その2)
（熊野神社法印津田政人氏宅）
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付

記

今
回
は
調
査
項
目
二
O

(
1
総
観
‘

2
生
産

暦
、
3

仕
事
と
用
具
、
4
仕
事
着

、

5

染
•
織
、

6

毎
日
の
食
事
、
7

赤
飯

・

餅
•

だ
ん
ご
‘
8

住
居
、

9
か
ま
ど
・
い
ろ
り
、

10
社
会
生
活
‘

1
1
組
・
講
の
用
具
‘

12
運
搬
‘

13
交
易
‘

14
-

生
の
儀
礼
、

15
別
火

・
墓
制
‘

16
年
中
行
事
‘

17
祭
・
道
祖
神
、

18
山
車

・
舞
台
な
ど
、
19
そ

i
 

の
他
重
要
な
も
の
、
2
0
コ
レ
ク
シ
弓
ン

）
の
う
ち

ー

一
三
項
目
調
査
し
た
。
（
但
し
報
告
は
‘
そ
の
う

ち
の
七
項
目
で
あ
る
）

つ
ぎ
に
調
査
し
た
結
果
に
つ
い
て
所
見
を
の

べ
る
。近
時
の
生
活
様
式
の
改
変
の
た
め
用
具
類
は

廃
棄
・
滅
失
が
目
立
っ
て
い

る

（例
：
・
地
場
作

業
の
用
具
は
三
点
し
か
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
）
。

し
た
が
っ
て
今
後
は
調
査
地
を
拡
大
し
‘
緊
急

に
資
料
の
保
存
‘
保
護
対
策
を
期
す
べ
き
で
あ

る。
特
に
今
回
の
調
査
で
東
北
学
院
大
生
…
阿
部

光
良
君

（総
観
）
と
‘
遊
佐
講
子
さ
ん
（
衣

・

食
の
調
査
）
の
御
協
力
と
石
巻
工
業
高
校
人
文

科
学
部
貝
伊
藤
昭
彦

•

渡
辺
清
美
君
の
参
加
を

得
た
こ
と
を
深
く
感
謝
し
ま
す
。

石
巻
駅
を
起
点
に
穀
町
を
西
進
す
る
と
、
明

神
山
に
鎮
座
す
る
鳥
谷
神
牡
の
山
裾
に
か
か
る
。

石
段
登
口
に
か
か
る
鳥
居
の
東
南
部
に
は

‘
•

ハ
マ
グ
リ
か
ら
成
る
①
明
神
山
下
貝
塚

（七
千

ー
三
千
年
前
）
が
あ
り
‘
土
器
や
石
斧
‘
貝
製

腕
輪
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
ま
、
歩
を
進
め
る
と
‘
建
長
七
年

(
―
二

五
五

）
執
権
北
条
氏
が
建
長
寺
末
寺
と
し
て
開

山
さ
せ
た
と
伝
え
る
‘

全
正
寺

（②
禅
昌
寺
）

に
至
る
。
境
内
に
‘
市
内
で
は
珍
ら
し
い
石
造

宝
キ
ョ
ウ
印
塔
、
中
里
長
者
屋
敷
か
ら
移
転
の

板
碑
等
が
あ
る
。

寺
の
北
西
に
道
を
隔
て
て
R
田
道
将
軍
塚
が

あ
る
。
ま
た
そ
の
西
北
前
の
畑
地
に
は
R
田
道

町
遺
跡

（千
五
百
ー
千
百
年
前
）
が
あ
り
、
土

器
が
多
量
に
散
見
さ
れ
る
。
田
道
公
説
話
と
‘

同
時
代
の
遺
跡
と
い
う
対
比
は
お
も
し
ろ
い

。

史
跡
散
歩

再
ぴ
禅
昌
寺
側
に
も
ど
り
山
下
小
学
校
へ
坂

道
を
登
る
と
、
高
所
の

一
本
松
が
目
に
つ
く
。

þÿšØb@0nN�g,g~

こ
の
根
元
が
⑤
明
神
山
経
塚
で
あ
り
、
高
約
三

メ
ー
ト
ル
の
塚
が
存
在
土
る
。
納
文
埋
納
ヵ
所

と
い
わ
れ
る
が
‘
未
調
査
で
あ
り
、
古
墳
の
可

能
性
も
あ
る
。

鰐
山
墓
地
を
抜
け
羽
黒
山
に
歩
を
進
め
る
と

⑥
鳥
谷
神
社
が
鎮
座
す
る
山
頂
に
至
る
。
社
名

は
古
く
平
安
時
代
「
延
喜
式
」
に
陸
奥
百
社
の

―
っ
と
し
て
見
え
由
緒
深
い

。
社
殿
は
江
戸
時

代
前
期
の
造
成
で
あ
り
‘
絵
馬
‘
絵
巻
等
の
優

品
が
あ
る
。
附
近
に
は
⑦
羽
黒
山
遺
跡

（千
百

年
前
）
⑧
梅
ヶ
丘
遺
跡

（
千
二
百
年
前
）
が
あ

り
、
歴
史
の
深
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

I I 

羽 ＾ 石
黒約巻
山 五駅

ヒ→ キ
明ロ
神
山徒明
経歩神

訂 2 山
道 時下
町 間貝

腐 -塚

I 禅昌寺
（田道将軍塚）

第
二
号
刊
行
に
つ
い
て

（
あ
と
が
き
）

社
会
教
育
課
事
務
局

第
二
号
は
「
石
巻
市
文
化
財
の
現
状
」
を
テ

ー
マ
に
編
集
し
ま
し
た
。

昨
今
、
特
に
埋
蔵
文
化
財
‘
天
然
記
念
物
‘

民
俗
資
料
‘
建
造
物
な
ど
は
‘
各
種
開
発
行
為

の
進
展
に
伴
な
い
、
当
市
で
も
急
激
な
消
失
傾

向
を
み
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
昭
和
近
年
ま
で
使

用
さ
れ
た
各
種
生
活
用
具
や
仕
事
着
等
の
衣
服

生
産
用
具
等
の
民
俗
資
料
‘
及
び
民
家
も
生
活

の
改
変
‘
近
代
化
に
伴
な
い
‘
い
き
お
い
廃
棄

散
い
つ
の
傾
向
を
た
ど
り
つ
、
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
文
化
財
は
私
達
を
取
り
巻
く
環
境
‘

（歴
史
的
環
境
）
の

一
因
子
と
し
て
‘
人
間
精

神
の
建
全
な
発
達
を
促
す
不
可
欠
の
要
因
で
あ

り
ま
す
。
従
っ
て
前
述
の
状
況
に
即
応
し
た
適

切
な
保
護
施
策
か
取
ら
れ
な
け
れ
ば
、
意
義
あ

る
歴
史
遺
産
を
氷
久
に
失
す
る
事
に
な
り
ま
し

よ
う
。

当
委
員
会
で
は
‘
こ
の
点
を
考
慮
し
、
保
護

に
つ
い
て
は
最
大
限
の
努
力
を
投
入
す
る
考
え

で
す
が
‘

一
方
‘
文
化
財
の
所
在
現
状
把
握
が

不
完
全
な
た
め
‘
巨
視
的
、
総
合
的
な
施
策
を

行
な
い
か
た
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

甚
本
調
査
は
今
後
す
み
や
か
に
実
施
完
了
さ
せ

る
意
向
で
す
が
、
同
時
に
最
下
の
緊
急
問
題
で

も
あ
る
文
化
財
保
護
に
対
処
す
る
た
め
の
早
急

な
現
状
認
識
と
い
う
観
点
か
ら
‘
本
号
の
テ
ー

マ
と
な
り
ま
し
た
。
本
号
か
文
化
財
の
理
解
‘

保
護
の
促
進
に
行
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
幸
い

で
す
。
な
お
末
尾
で
す
が
‘
本
紙
監
修
に
尽
力

い
た
だ
い
た
文
化
財
保
護
委
員
会
に
は
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
‘
辞
と
い
た
し
ま
す
。
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